
近
世
真
宗
に
お
け
る
神
祗
不
帰
依
の
宗
風
を
め
ぐ
る
争
論
の
構
造
と
展
開

【
要
約
】
一
八
世
紀
半
ぱ
以
降
、
山
陰
地
方
の
浄
土
真
宗
優
勢
地
帯
で
は
、
真
宗
門
徒
が
小
寄
講
を
結
成
し
僧
侶
を
招
い
て
法
談
を
聴
聞
す
る
活
動
が
活

発
と
な
る
。
こ
の
法
談
の
場
を
通
じ
て
、
僧
侶
た
ち
は
門
徒
に
対
し
浄
土
真
宗
の
神
祗
不
帰
依
の
宗
風
を
遵
守
す
る
よ
う
に
教
導
し
て
い
く
が
、
い
っ
ぽ

、し

う
で
こ
の
{
示
風
を
め
ぐ
つ
て
神
職
な
ど
と
の
紛
争
も
し
ば
し
ば
起
こ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
同
じ
く
一
八
世
紀
半
ば
以
降
、
領
主
や
村
役
人
た
ち
は
、

活
発
化
す
る
民
衆
の
宗
教
活
動
の
統
制
を
図
ろ
う
と
し
た
が
、
こ
う
し
た
民
俗
の
世
界
へ
の
介
入
は
民
衆
の
信
仰
の
獲
得
を
め
ぐ
つ
て
競
合
す
る
宗
教
者

間
の
対
立
を
表
面
化
さ
せ
、
か
え
っ
て
紛
争
誘
発
の
原
因
と
も
な
っ
た
。
特
に
、
真
宗
優
勢
地
帯
に
お
い
て
専
業
の
神
職
が
多
数
の
神
祠
・
木
林
神
の
祭
祀

と
各
家
に
お
け
る
竈
祓
い
の
執
行
に
関
わ
っ
て
い
る
よ
う
な
出
雲
国
や
石
見
国
で
は
、
そ
れ
が
神
祗
不
帰
依
の
宗
風
を
め
ぐ
る
僧
侶
と
神
職
の
争
い
と
し

て
現
象
し
や
す
か
っ
た
の
で
あ
る
。

史
林
九
六
巻
四
号
二
0
二
二
年
七
月

か
つ
て
安
丸
良
夫
は
、
幕
藩
制
国
家
が
公
認
し
た
宗
教
活
動
以
外
の
次
元
に
お
け
る
民
衆
の
宗
教
生
活
を
「
民
俗
的
な
も
の
」
ど
し
て
把
握

し
、
こ
れ
が
「
近
世
社
会
の
体
系
の
全
体
か
ら
す
れ
ば
、
権
力
の
統
制
が
あ
い
ま
い
と
な
る
周
縁
的
現
憲
を
構
成
し
て
」
い
た
と
す
驫
識

の
枠
組
み
を
示
し
た
。
そ
の
上
で
、
近
世
後
期
か
ら
明
治
中
期
に
か
け
て
、
こ
の
周
縁
的
現
憲
か
ら
社
会
秩
序
を
脅
か
す
動
向
の
生
ま
れ
る

可
能
性
が
権
力
者
に
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
し
、
民
俗
的
な
も
の
を
め
ぐ
る
政
治
的
な
対
抗
軸
が
生
じ
て
い
た
こ
と
を
説
い
た
の
で
あ

一
」

め

じ

{

林
准
士
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②る
0

こ
の
よ
う
な
安
丸
の
主
張
の
中
で
筆
者
が
注
目
し
た
い
の
は
、
中
井
竹
山
や
平
田
篤
胤
の
著
作
な
ど
に
依
拠
し
近
世
社
会
に
お
け
る
異
端
の

序
列
と
い
う
観
点
が
示
さ
れ
、
キ
リ
シ
タ
ン
・
日
蓮
宗
不
受
不
施
派
・
秘
事
法
門
に
次
い
で
一
向
宗
(
浄
土
真
宗
)
と
日
蓮
宗
も
異
端
的
存
在

3

と
見
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
浄
土
真
宗
に
つ
い
て
は
、
筆
者
も
前
稿
で
同
宗
が
も
つ
専
修
的
性
格
や
俗

人
独
自
の
宗
教
活
動
の
存
在
に
即
し
て
異
端
性
の
統
御
と
い
う
教
学
的
課
題
の
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
一
方
で
同
条
政
治
権
力
か
ら

④
、

倫
さ
れ
て
い
た
点
も
考
慮
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
安
丸
の
立
論
で
は
、
社
会
秩
序
の
中
心
に
位
置
す
る
為
政
者
の
視
点
に

寄
り
添
っ
た
特
定
の
知
識
人
の
見
解
に
基
づ
き
図
式
と
序
列
を
設
定
し
て
い
る
た
め
、
浄
士
真
宗
と
日
蓮
宗
と
い
う
特
定
の
仏
教
宗
派
全
体
が

異
端
的
存
在
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
な
叙
述
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
二
っ
の
宗
派
全
体
が
「
周
縁
」
的
で
あ
っ
た
訳
は
な
く
、
実
際
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
教
団
内
に
僧
侶
1
門
徒
と
い
う
非
対
称

的
な
関
係
が
あ
り
、
僧
侶
間
に
も
中
心
1
周
縁
関
係
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
民
俗
を
場
と
し
て
種
々
の
宗
教
者
集
団
・
個
人
か
相
互
に
重
な
り
合

あ
る
い
は
競
合
し
な
が
ら
関
係
し
て
い
た
と
い
う
事
態
を
想
定
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
ず
、
民
俗
的
な
も
の
"
周
縁
的
現
実
態
を
め
ぐ
つ
て
為

、

い政
者
と
民
衆
が
直
接
的
に
対
時
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
必
要
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
小
野
将

が
言
う
よ
う
に
、
宗
教
者
と
地
域
社
会
の
関
係
に
つ
い
て
分
析
し
、
「
『
周
縁
的
現
実
態
』
と
し
て
一
括
さ
れ
も
す
る
部
分
を
、
地
域
に
お
い
て

⑤

定
位
さ
れ
る
分
節
化
さ
れ
た
社
会
構
造
」
に
お
い
て
捉
え
る
試
み
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
は
、
筆
者
が
こ
れ
ま
で
検
討
を
進
め
て
き
た
浄
士
真
宗
の
神
祗
不
帰
依
の
宗
風
を
め
ぐ
る
紛
争
が
改
め
て
注

⑥
」
゛
゛
、
゛

目
さ
れ
る
0
 
前
稿
で
筆
者
は
、
中
国
地
方
西
部
に
お
け
る
真
宗
の
宗
風
を
め
ぐ
る
紛
争
に
関
わ
る
史
料
を
収
集
し
、
そ
れ
ま
で
研
究
さ
れ
て
き

た
神
札
の
納
受
と
神
棚
の
家
内
設
置
を
め
ぐ
る
紛
争
だ
け
で
な
く
、
森
神
の
祭
祀
や
竈
祓
い
の
執
行
を
め
ぐ
る
紛
争
の
事
例
も
多
く
あ
る
こ
と

を
指
摘
し
た
う
え
で
、
内
心
に
お
け
る
神
祗
不
帰
依
を
政
治
権
力
の
意
向
に
抵
触
し
な
い
限
り
で
行
動
に
示
す
よ
う
に
指
導
す
る
と
い
う
真
宗

7

僧
侶
ら
の
^
化
方
針
に
沿
っ
た
か
た
ち
で
争
論
が
展
開
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
紛
争
で
は
、
地
域
に
お
け
る

(526)36



具
体
的
な
民
俗
信
仰
の
あ
り
よ
う
や
、
宗
教
的
な
秩
序
に
関
す
る
政
治
権
力
の
方
針
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
前
稿
で
は
、
①
宗
風
を
徹
底
す
る
真
宗
教
団
の
方
針
の
成
立
時
期
、
②
教
団
の
内
部
構
造
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
僧
侶
と
門
徒
と

の
関
係
を
分
析
す
る
こ
と
、
③
門
徒
の
信
仰
実
態
の
検
討
、
④
地
域
社
会
に
お
け
る
宗
教
的
要
素
の
関
係
構
造
を
究
明
す
る
こ
と
な
ど
の
点
を

⑧
、
、
、
、

課
題
と
し
て
残
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
そ
も
そ
も
神
祗
不
帰
依
を
め
ぐ
る
紛
争
が
特
定
の
地
域
で
繰
り
返
し
起
こ
る
理
由
を
十
分
に
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
小
寄
講
を
基
盤
と
し
た
真
宗
門
徒
に
ょ
る
「
神
祗
拒
否
」
と
い
う
動
向
の
存
在
を

9

主
張
し
た
児
玉
識
の
見
解
と
、
児
玉
が
単
な
る
「
縄
張
り
争
い
」
的
理
解
で
あ
る
と
し
て
批
判
す
る
宗
教
者
間
の
紛
争
的
側
面
を
強
調
す
る
引

野
亨
輔
ら
の
見
解
と
が
対
立
し
た
ま
ま
併
存
し
て
い
る
研
究
状
況
は
、
い
ま
だ
克
服
さ
れ
て
い
な
い
。

゛
、
、
、
、
゛

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
争
築
繰
り
返
し
起
こ
っ
て
い
た
出
雲
国
・
石
見
国
を
研
究
の
対
象
地
域
と
し
、
真
宗
教
団
内
に
お
い
て
神
祗
不
帰
依

の
宗
風
が
徹
底
さ
れ
て
い
く
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
地
域
に
お
い
て
争
栗
頻
発
す
る
理
由
を
探
る
た
め
に
、
地
域
社
会
に

お
け
る
宗
教
的
な
要
素
の
関
係
に
つ
い
て
分
析
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
そ
の
際
、
前
述
し
た
小
野
の
提
起
を
踏
ま
え
、
民
俗
的
な
も
の
を
め
ぐ

る
政
治
的
な
対
抗
軸
の
存
在
を
提
示
し
た
安
丸
の
視
点
を
活
か
し
つ
っ
、
引
野
が
取
り
上
げ
た
宗
教
者
間
の
関
係
と
児
玉
が
重
視
し
た
民
衆
の

動
向
と
の
関
連
性
を
把
握
し
、
対
立
す
る
見
解
が
併
存
す
る
研
究
状
況
の
克
服
を
図
る
こ
と
に
す
る
。

1
」
(
『
歴
史
需
』
五
六
四
、
一
九
九
七
年
)
九
八
頁
を
参
照
。

①
安
丸
良
夫
a
「
民
俗
の
変
容
と
葛
藤
」
(
同
「
文
明
化
の
経
験
1
近
代
転
換

⑥
拙
稿
「
神
祗
不
拝
の
論
理
と
行
動
1
近
世
真
宗
の
宗
風
を
め
ぐ
る
紛
争

期
の
日
↑
」
岩
波
書
店
、
二
0
0
七
年
、
第
二
章
、
初
出
一
九
八
六
年
)
一

1
」
(
澤
博
勝
・
高
埜
利
彦
編
『
近
世
の
宗
教
と
社
会
3
 
民
衆
の
<
知
)
と

ニ
ニ
頁
。

宗
教
』
吉
川
弘
文
館
、
二
0
0
八
年
)
。
な
お
、
前
稿
を
含
め
筆
者
は
「
神
祗
不

②
前
掲
注
①
安
丸
論
文
及
び
安
丸
b
 
『
近
代
天
皇
像
の
形
成
」
(
岩
波
書
店
、
一

拝
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
き
た
が
、
近
世
の
真
宗
教
団
が
天
神
地
祗
を
祀
る
神

九
九
二
年
)
を
参
無
。

社
で
の
礼
拝
を
否
定
す
る
こ
と
は
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
神
舐
を
含
め
阿
弥
陀
如

③
前
掲
注
②
安
丸
著
書
b
三
九
頁
を
姦
。

来
以
外
の
余
仏
余
神
へ
の
帰
依
(
帰
命
)
を
否
定
す
る
教
義
を
指
し
て
「
神
祗
不

④
拙
稿
「
神
祗
礼
拝
論
争
と
近
世
真
宗
の
異
端
性
1
讃
岐
国
に
お
け
る
了
空
と

帰
依
」
と
い
、
つ
一
言
葉
を
用
い
る
。

教
乗
の
論
争
の
検
討
1
」
(
「
歴
史
需
』
七
四
三
号
、
二
0
 
三
一
年
)
。

⑦
同
右
。

⑤
小
野
将
「
身
分
制
社
会
論
と
い
う
視
角
1
近
世
日
本
史
研
究
か
ら
考
え
る

近世真宗における神祗不帰依の宗風をめぐる争論の構造と展開(小林)
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⑧
同
右
。

⑨
児
玉
識
 
a
 
「
近
世
真
宗
の
展
開
過
程
1
西
日
本
を
忠
と
し
て
1
」
全
口

川
弘
文
館
、
一
九
七
六
年
)
第
四
章
、
同
b
 
「
『
小
寄
講
」
と
近
世
真
宗
の
結
集

機
能
1
芸
北
・
石
南
地
方
の
場
合
1
」
(
同
「
近
世
真
宗
と
地
域
社
△
亘
法

蔵
館
二
0
0
五
年
、
初
出
一
九
九
0
年
)
。

⑩
福
問
光
超
「
近
世
末
期
の
神
仏
関
係
1
浜
田
藩
に
お
け
る
専
修
念
仏
の
展
開

①
出
雲
国
神
門
郡
渡
橋
村
忠
左
衛
門
に
よ
る
荒
神
祭
祀
拒
否
一
件

現
在
ま
で
に
熊
で
き
て
い
る
神
祗
不
帰
依
に
関
わ
る
宗
風
を
め
ぐ
る
紛
争
の
内
最
も
早
い
事
例
は
、
出
雲
国
神
門
郡
渡
橋
村
(
松
江
藩

領
)
の
忠
左
衛
門
が
、
自
邸
内
に
あ
っ
た
荒
神
の
祭
祀
を
停
止
し
た
た
め
に
、
神
職
の
金
築
玄
蕃
と
争
論
に
な
り
、
松
江
藩
に
ょ
り
郡
追
放
の

処
分
に
遭
っ
た
事
件
で
あ
る
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
松
江
藩
の
寺
社
奉
行
が
元
文
三
年
(
一
七
三
△
に
発
し
た
触
書
の
存
在
を
確
尋

゛
、
、
、
一
、
、
.
、
゛
、
、

き
る
が
、
忠
左
衛
門
の
檀
那
寺
で
あ
っ
た
願
楽
寺
に
残
る
記
録
に
ょ
り
、
詳
し
い
経
緯
が
判
明
し
た
の
で
一
部
を
左
に
掲
げ
る
。

1

宗
風
徹
底
の
過
程

(
こ
宗
風
徹
底
の
始
ま
り

元
文
二
丁
巳
当
寺
旦
頭
分
渡
橋
村
北
村
忠
左
衛
門
屋
敷
ノ
内
二
荒
神
有
之
、
毎
年
祭
リ
来
所
、
御
法
義
二
付
祭
リ
断
リ
十
二
三
年
以
前
ヨ
リ
寸
志
米
差
出

9
3
 
ト
モ

申
所
承
知
ニ
テ
済
来
ル
、
然
二
近
年
右
住
連
主
ハ
林
木
村
金
築
玄
蕃
洲
ヨ
リ
毎
年
及
、
社
叩
合
忠
左
衛
門
不
承
知
、
依
当
<
元
文
二
年
>
十
一
月
、
弥
々
祭

不
申
ハ
御
役
所
へ
申
出
ル
ト
云
捨
ニ
シ
テ
神
門
郡
下
郡
江
申
出
故
、
下
郡
<
矢
野
村
三
木
吉
右
衛
門
力
>
ヨ
リ
忠
左
衛
門
祭
リ
可
申
趣
申
聞
セ
ケ
レ
ト
モ
不

致
承
知
、
此
趣
下
郡
ヨ
リ
玄
蕃
へ
申
達
二
付
、
玄
蕃
寺
社
奉
行
所
江
願
書
指
出
、
依
翌
年
<
元
文
三
戊
午
>
二
月
、
神
門
郡
々
屋
江
忠
左
衛
門
呼
出
糺
明
在

之
<
郡
村
役
人
出
>
、
忠
左
衛
門
申
訳
ハ
宗
門
二
不
致
事
ハ
兼
テ
師
匠
寺
ヨ
リ
申
聞
セ
ラ
レ
委
敷
儀
ハ
不
存
、
荒
神
祭
等
ハ
御
公
用
卜
申
事
モ
無
之
、
是
迄
通

祭
り
ノ
礼
物
ヲ
送
り
テ
自
分
ニ
テ
祭
り
ハ
止
メ
候
様
二
被
申
二
付
、
師
匠
寺
ノ
背
"
仰
様
モ
無
之
、
十
二
三
年
以
前
ヨ
リ
止
申
、
住
連
主
モ
承
知
ニ
テ
済
来
所

を
め
ぐ
つ
て
1
」
(
同
『
真
宗
史
の
研
究
』
永
田
文
昌
堂
、
一
九
九
九
年
、
初

出
一
九
六
四
年
)
。
引
野
亨
輔
「
近
世
真
宗
に
お
け
る
神
舐
不
拝
の
実
能
ど
(
同

「
近
世
宗
教
世
界
に
お
け
る
普
遍
と
特
殊
』
法
蔵
館
、
二
0
0
七
年
、
初
出
二
0

0
 
一
年
)
を
参
照
。
後
者
に
つ
い
て
児
玉
は
、
「
近
世
真
宗
史
研
究
の
動
向
と
課

題
」
(
前
掲
注
⑨
「
近
世
真
宗
と
地
域
社
会
』
)
の
中
で
批
判
的
に
言
及
し
て
い
る
。
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申
出
ラ
レ
、
御
上
ノ
御
苦
労
奉
恐
卜
申
述
二
付
、
此
旨
郡
役
人
ヨ
リ
郡
奉
行
へ
申
出
、
夫
ヨ
リ
寺
社
奉
行
取
斗
二
成
、
寺
社
役
所
ヨ
リ
両
法
頭
へ
問
合
在
之

<
荒
神
等
惣
シ
テ
神
祭
等
ハ
真
宗
ノ
宗
風
二
無
之
哉
委
細
承
度
コ
ト
>
所
返
答
甚
不
埒
二
付
忠
左
衛
門
不
届
者
二
相
成
<
外
忠
左
衛
門
屋
敷
之
内
二
古
松
有

之
御
帳
付
同
様
成
ヲ
自
分
二
切
取
無
念
も
有
之
由
>
、
同
年
四
月
上
旬
飯
石
郡
へ
追
放
被
仰
付
<
伊
萱
村
へ
被
申
渡
、
此
村
二
此
右
衛
門
卜
申
者
有
之
忠
左

衛
門
一
類
ナ
レ
ハ
、
役
人
之
斗
也
則
此
右
衛
門
同
居
>
、
家
財
等
ハ
老
母
妻
子
へ
被
遣
ト
ノ
コ
ト
、
尚
荒
神
祭
先
年
ノ
通
祭
リ
可
申
卜
被
申
渡
也
<
自
荒
神

②

久
>
内
は
原
史
料
で
は
割
註
)

共
二
>
、
其
上
郡
方
ハ
国
中
へ
御
触
有
之
、

こ
れ
に
ょ
る
と
、
願
楽
寺
の
檀
頭
で
あ
っ
た
忠
左
衛
門
の
屋
敷
に
は
荒
神
が
あ
り
、
か
つ
て
は
毎
年
祭
っ
て
い
た
が
、
元
文
二
年
(
一
七
三

七
)
か
ら
数
え
て
三
、
三
年
前
に
、
「
寸
志
米
」
を
供
出
す
る
か
わ
り
に
祭
祀
は
停
止
し
た
と
い
う
。
し
か
し
、
近
年
に
な
っ
て
神
主
の
金

築
玄
蕃
が
祭
祀
を
強
要
す
る
よ
う
に
な
り
、
忠
左
衛
門
が
承
知
し
な
か
っ
た
た
め
、
神
主
は
元
文
二
年
三
月
に
下
郡
(
他
領
の
大
庄
屋
に
当
た

る
)
に
説
得
を
依
頼
し
た
。
そ
れ
で
も
忠
左
衛
門
は
相
変
わ
ら
ず
応
じ
な
か
っ
た
た
め
、
寺
社
奉
行
所
の
扱
う
訴
訟
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
事
件
に
つ
い
て
右
の
史
料
か
ら
分
か
る
こ
と
は
左
記
の
諸
点
で
あ
る
。

第
一
に
、
忠
左
衛
門
が
荒
神
の
祭
祀
を
停
止
し
た
の
は
、
師
匠
寺
す
な
わ
ち
願
楽
寺
か
ら
真
宗
の
宗
旨
に
合
わ
な
い
と
の
需
を
受
け
て
い

た
か
ら
で
あ
っ
た
こ
と
。
併
せ
て
、
元
文
二
年
か
ら
数
え
て
三
、
三
年
前
の
享
保
一
 
0
、
三
年
(
一
七
二
五
、
六
)
頃
に
は
、
真
宗
の
教

義
を
理
由
に
し
て
祭
祀
を
停
止
し
て
い
た
こ
と
。

第
二
に
、
忠
左
衛
門
は
、
荒
神
の
祭
祀
は
「
御
公
用
」
で
は
な
く
、
神
主
に
礼
物
(
「
寸
志
米
」
を
指
す
)
さ
え
贈
っ
て
お
け
ぱ
、
祭
祀
を
停

止
し
て
も
支
障
な
い
と
僧
侶
か
ら
教
諭
を
受
け
て
い
た
こ
と
。

第
三
に
、
松
江
藩
の
寺
社
奉
行
は
、
荒
神
の
祭
祀
等
が
宗
風
に
合
わ
な
い
こ
と
か
ど
う
か
、
領
内
の
法
頭
(
藩
や
本
山
か
ら
の
通
達
を
末
寺
に

伝
え
る
触
頭
を
指
す
)
を
務
め
る
寺
院
に
照
会
し
た
と
こ
ろ
、
明
確
な
回
答
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
に
、
忠
左
衛
門
が
郡
追
放
に
処
さ
れ
る
羽

目
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

③
、
く
゛

な
お
、
こ
の
第
三
の
点
を
め
ぐ
つ
て
は
、
城
下
松
江
に
所
在
し
た
西
派
の
法
頭
で
あ
る
明
宗
寺
に
対
し
、
願
楽
寺
の
方
か
ら
こ
の
ま
ま
で
は
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宗
風
が
維
持
で
き
ず
に
「
御
宗
門
故
障
」
と
な
る
こ
と
が
伝
え
ら
れ
、
藩
に
触
れ
替
え
を
求
め
る
願
書
も
提
出
さ
れ
た
が
、
明
宗
寺
が
応
じ
な

4

か
っ
た
と
い
う
事
情
も
判
明
す
る
。
つ
ま
り
、
願
楽
寺
と
明
宗
寺
と
の
間
で
は
、
宗
風
の
徹
底
と
領
主
へ
の
対
応
に
つ
い
て
方
針
に
相
違
が
あ

つ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
後
、
願
楽
寺
は
忠
左
衛
門
の
赦
免
を
本
山
で
あ
る
西
本
願
寺
か
ら
松
江
藩
に
働
き
か
け
て
も
ら
う
よ
う
に
周
旋
し
、
元
文
四
年
に
は
忠

左
衛
門
の
帰
村
が
許
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
際
、
本
山
は
忠
左
衛
門
の
赦
免
を
要
請
し
つ
っ
も
触
れ
替
え
ま
で
は
求
め
て
い
な
い
こ
と

、
、
⑤
、
、
、
,
、

か
ら
、
宗
風
の
徹
底
に
固
執
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
時
点
で
は
、
願
楽
寺
と
明
宗
寺
と
の
方
針
の
相
違

も
含
め
、
教
団
と
し
て
一
致
し
た
対
応
が
な
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
裁
定
に
あ
た
っ
た
松
江
藩
は
、
忠
左
衛
門
の
供
述
と
真
宗
教
団
か
ら
得
た
譽
の
内
容
が
岨
齢
し
た
こ
と
を
理
由
に
直
ち
に
彼
を
処

罰
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
荒
神
の
祭
祀
は
「
御
公
用
」
で
な
い
、
あ
る
い
は
「
私
猶
(
独
力
)
身
之
荒
神
二
候
へ
ハ
、
祭
り
之
儀
ハ
勝
(
手
脱

、
、

ノ

セ
次
第
」
と
の
忠
左
衛
門
の
言
い
分
も
腎
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
右
の
史
料
中
に
、
「
忠
左
衛
門
屋
敷
之
内
二
古
松
有
之
御
帳
付
同

様
成
ヲ
自
分
二
切
取
無
念
も
有
之
由
」
と
あ
る
よ
う
に
、
樹
木
を
祀
る
荒
神
な
ど
の
森
神
で
あ
っ
て
も
藩
飯
知
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
れ
ば
、

祭
祀
を
継
続
す
る
こ
と
が
原
則
と
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

②
石
見
国
迩
摩
郡
行
恒
村
竈
祓
一
件

次
に
宗
風
教
導
の
開
始
期
を
窺
う
こ
と
の
で
き
る
事
例
と
し
て
、
石
見
国
銀
山
附
幕
領
(
以
下
、
銀
山
料
と
略
す
)
の
行
恒
村
で
起
こ
っ
た
紛

7

争
を
取
り
上
げ
た
い
。
こ
れ
は
、
天
明
三
年
(
一
七
△
己
に
同
領
を
治
め
る
大
森
代
官
が
神
事
の
励
行
を
命
じ
た
こ
と
を
理
由
に
、
神
職
の

石
崎
中
務
が
真
宗
寺
院
で
あ
る
浄
賢
寺
と
真
宗
門
徒
宅
で
竈
蔵
を
強
行
し
た
こ
と
か
ら
起
こ
っ
た
争
論
で
あ
る
。
こ
の
争
論
に
関
わ
る
史
料
の

中
に
、
行
恒
村
内
の
家
々
が
い
つ
頃
か
ら
竈
祓
を
受
け
な
く
な
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
の
神
職
側
徐
襲
示
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ

る
の
で
紹
介
す
る
。
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相
手
方
同
村
八
幡
宮
之
祠
官
石
崎
中
務
相
答
候
者
、
養
父
相
模
迄
ハ
先
年
6
社
役
相
勤
、
村
方
軒
別
致
竈
祓
札
守
を
張
建
幣
ヲ
来
候
処
四
拾
ケ
年
程
以
前

⑧

相
模
致
病
死
相
続
人
無
之
、
弐
拾
三
年
以
前
、
当
中
務
相
続
い
た
し
候
得
共
、
其
御
一
向
宗
二
て
札
守
を
不
取
用
趣

右
の
史
料
は
、
天
明
四
年
(
一
七
八
四
八
月
頃
に
、
行
恒
村
の
真
宗
門
徒
の
檀
那
寺
惣
代
に
当
た
る
浄
賢
寺
以
下
五
ケ
寺
、
神
職
の
石
崎

中
務
、
及
び
村
役
人
が
大
森
役
所
に
提
出
し
磊
書
の
一
節
で
あ
る
。
こ
れ
に
ょ
れ
ば
、
石
崎
中
務
の
養
父
相
模
の
代
で
あ
っ
た
四
十
年
前
ご

ろ
、
す
な
わ
ち
一
八
世
紀
半
ぱ
ま
で
は
一
軒
ご
と
に
竈
祓
い
を
執
行
し
、
そ
の
際
に
神
札
も
家
内
に
張
り
屋
敷
に
幣
も
立
て
て
い
た
の
で
あ
る

が
、
中
務
が
神
職
を
継
い
だ
二
十
三
年
前
、
す
な
わ
ち
宝
暦
三
年
(
一
七
六
三
ご
ろ
に
は
「
一
向
宗
」
(
真
{
香
の
家
で
は
神
札
を
用
い
な

く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
と
い
、
つ
。

果
た
し
て
こ
の
主
張
が
そ
の
ま
ま
事
実
を
反
映
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
判
断
に
は
慎
重
を
期
す
必
要
が
あ
る
が
、
宝
暦
年
間
に
は

⑨

浜
田
藩
領
の
石
見
国
那
賀
郡
長
沢
村
で
大
元
神
の
祭
祀
を
め
ぐ
つ
て
真
宗
寺
院
と
神
職
・
門
徒
が
争
っ
て
お
り
、
こ
の
頃
に
は
真
宗
僧
侶
に
ょ

る
宗
風
の
徹
底
が
一
般
化
し
始
め
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
問
題
は
四
十
年
前
の
一
八
世
紀
半
ば
段
階
で
は
竈
祓
い
が
軒
並
み

に
執
行
さ
れ
て
い
た
と
い
う
、
神
職
側
の
需
の
方
で
あ
ろ
う
。
こ
の
需
が
正
し
け
れ
ば
、
渡
橋
村
の
忠
左
衛
門
の
場
合
に
は
、
す
で
に
享

保
年
間
に
宗
風
遵
守
が
寵
さ
れ
て
い
る
の
で
、
行
恒
村
に
お
け
る
宗
風
の
徹
底
は
四
十
年
近
く
遅
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
と
は
言
え
、
忠

左
衛
門
の
事
件
は
器
寺
の
檀
頭
と
い
う
一
個
人
が
関
わ
っ
た
事
例
で
あ
る
の
に
対
し
、
天
明
年
間
の
盆
村
の
事
例
は
一
村
の
真
宗
門
徒
全

体
が
紛
争
に
関
係
し
て
お
り
、
多
少
事
情
が
違
っ
て
い
る
。

と
も
あ
れ
、
以
上
の
点
を
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
真
宗
僧
侶
に
ょ
る
神
祗
不
帰
依
の
宗
風
の
教
導
は
、
享
保
年
間
に
は
す
で
に
始
ま
っ
て
い
た

も
の
の
、
教
団
と
し
て
の
方
針
は
確
固
た
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
が
、
十
八
世
紀
半
ば
以
降
に
は
次
第
に
一
般
化
し
て
い
っ
た
と
い
う
事
態

を
相
楚
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
よ
う
。
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す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
出
雲
国
渡
橋
村
の
忠
左
衛
門
が
処
罰
さ
れ
た
事
件
で
は
、
願
楽
寺
と
明
宗
寺
と
の
間
で
宗
風
維
持
に
関
す
る
対

処
方
針
に
鮒
語
の
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
た
。
実
は
、
こ
の
よ
う
な
寺
院
僧
侶
に
ょ
る
違
い
は
、
宗
風
の
徹
底
が
一
般
化
し
て
い
っ
た
と
想
定
さ

れ
る
一
八
世
紀
半
ば
以
降
に
お
い
て
も
散
見
さ
れ
る
。
以
下
、
い
く
つ
か
の
事
例
を
取
り
上
げ
た
い
。

三
)
僧
侶
に
よ
る
教
導
の
方
針
の
差
異

①
石
見
国
邑
智
郡
石
原
村
法
光
寺
に
よ
る
祈
禧
札
撤
去
一
件

こ
の
一
件
は
、
銀
山
懲
学
村
の
西
教
寺
門
徒
で
あ
っ
た
千
原
村
勘
右
衛
門
の
娘
が
明
和
八
年
(
一
七
七
こ
夏
ご
ろ
に
病
気
と
な
っ
た
た

め
、
千
原
村
の
高
橋
長
門
と
東
上
山
村
の
勝
部
日
向
と
い
う
二
人
の
神
職
に
祈
禧
を
頼
み
、
神
札
も
貰
い
受
け
て
家
内
に
張
っ
て
置
い
た
と
こ

ろ
、
同
家
を
「
小
寄
旦
那
」
(
寺
院
が
法
話
を
つ
と
め
る
小
寄
と
い
う
集
ま
り
に
参
加
す
る
門
徒
を
指
す
)
と
す
る
石
原
村
の
法
光
寺
が
こ
れ
を
見
付

け
て
捨
て
た
こ
と
か
ら
、
神
職
二
人
と
争
論
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
同
年
秋
に
、
当
事
者
で
あ
る
法
光
寺
達
空
が
本
山
で
あ
る
京
都
の
西
本
願
寺
に
出
向
き
指
示
を
仰
い
で
い
る
が
、
本

山
か
ら
は
「
此
義
江
戸
表
謬
汰
二
相
成
候
而
ハ
、
双
方
多
人
数
可
及
難
渋
二
事
故
、
国
元
二
而
内
済
有
之
候
様
二
」
と
内
済
の
指
示
が
な
さ

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
法
光
寺
の
本
寺
で
あ
る
浄
士
寺
へ
の
書
状
に
は
、
「
此
一
件
御
宗
法
之
事
者
相
守
可
申
儀
勿
論
之
事
二
候
へ
共
法
光

寺
執
計
方
不
行
届
様
二
も
相
聞
候
故
」
と
あ
る
よ
う
に
、
神
祗
不
帰
依
の
宗
風
は
姦
さ
れ
つ
っ
も
、
僧
侶
が
門
徒
宅
の
神
札
を
勝
手
に
剥
が

し
た
こ
と
は
不
穏
当
で
あ
る
と
、
本
山
に
は
認
識
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
法
光
寺
の
側
は
国
元
(
銀
山
料
)
で
の
大
森
町
西
性

寺
に
ょ
る
仲
裁
に
も
な
か
な
か
従
わ
ず
、
安
永
二
年
(
一
七
七
一
己
十
月
に
な
っ
て
漸
く
内
済
が
整
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
宗
風
を
ど
の
程
度
貫
徹
す
る
か
を
め
ぐ
つ
て
は
、
門
徒
の
教
導
に
当
た
る
僧
侶
と
本
山
と
の
間
で
方
針
の
異
な
る
場
合
が
あ

つ
た
。
筆
者
の
前
稿
で
は
、
家
内
で
の
神
事
や
神
札
貼
付
に
つ
い
て
の
教
団
の
方
針
は
非
妥
協
的
で
あ
る
旨
を
述
べ
た
が
、
そ
の
際
に
取
り
上
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⑪

げ
た
事
例
は
神
職
に
ょ
る
竈
祓
い
の
強
行
に
反
対
す
る
か
、
神
棚
設
置
を
命
ず
る
触
書
の
撤
回
を
求
め
た
場
合
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
一

件
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
僧
侶
が
門
徒
に
ま
で
一
律
に
「
{
示
法
」
を
強
制
す
る
仕
方
に
つ
い
て
は
、
本
山
は
否
定
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

し
か
し
、
こ
の
一
件
と
同
様
の
事
件
と
し
て
は
、
門
徒
の
「
水
神
・
地
主
神
」
祭
祀
へ
の
参
加
を
止
め
さ
せ
よ
う
と
し
た
石
見
国
国
分
村
金

蔵
寺
と
上
府
村
覚
永
寺
に
対
し
本
山
が
妥
協
を
命
じ
た
例
寛
政
五
年
)
や
、
出
雲
国
神
門
郡
山
口
村
で
日
待
ち
神
事
に
参
加
し
た
門
徒
の
宗

、
、
、
、
、
、

な
ど
が
あ
り
、
一
八
世
紀
半
ば
以
降

判
(
宗
門
人
別
改
め
の
際
に
押
判
す
る
こ
と
)
を
停
止
し
よ
う
と
し
た
僧
侶
が
処
罰
さ
れ
た
例
(
{
女
政
五
年
)

に
な
る
と
、
本
山
が
示
す
方
針
よ
り
も
徹
底
し
て
門
徒
に
宗
風
を
遵
守
さ
せ
よ
う
と
し
た
僧
侶
の
存
在
が
確
雫
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

②
出
雲
国
飯
石
郡
西
蓮
坊
に
よ
る
宗
風
違
反
看
過
一
件

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
宗
風
の
教
導
を
怠
り
制
裁
を
受
け
た
僧
侶
の
事
例
も
存
在
す
る
。

文
政
九
年
(
一
八
二
六
)
、
飯
石
郡
南
部
の
広
瀬
藩
領
(
以
下
、
本
稿
で
は
奥
飯
石
と
略
称
す
る
)
に
あ
る
頓
原
町
の
一
念
寺
は
、
小
三
郎
と
い
う

鍛
冶
職
人
が
同
町
に
引
っ
越
す
に
あ
た
り
、
彼
が
同
町
で
鍛
冶
職
が
で
き
る
よ
う
に
斡
旋
し
、
そ
の
上
で
同
人
と
檀
那
契
約
す
る
積
も
り
で
あ

つ
た
。
し
か
し
、
小
三
郎
が
同
郡
下
来
島
村
の
西
蓮
坊
と
檀
那
契
約
す
る
と
い
う
話
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
聞
き
付
け
た
の
で
、
一
念
寺
は
こ

の
こ
と
を
彼
に
問
い
合
わ
せ
る
と
、
小
三
郎
は
次
の
よ
う
に
答
え
た
と
い
う
。

西
蓮
坊
様
よ
り
、
拙
寺
旦
家
之
内
保
賀
新
右
衛
門
と
申
堵
鍛
冶
職
之
者
跡
目
断
絶
二
付
、
当
時
拙
寺
6
 
(
引
受
)
家
屋
敷
水
役
等
世
話
い
た
し
居
候
、
拙
寺

旦
那
二
相
成
候
得
者
、
(
金
屋
子
神
相
添
)
鍛
冶
職
ヲ
譲
り
(
其
証
拠
二
金
屋
子
神
を
相
渡
し
可
申
よ
し
)
売
買
為
致
候
由
御
申
被
成
、
右
二
付
旦
那
之
契

⑬

(
丸
括
弧
内
は
挿
入
文
言
)

約
仕
、
即
御
覧
之
通
金
屋
子
神
貰
受
候
と
相
答
候

こ
の
証
言
に
ょ
る
と
、
西
蓮
坊
の
檀
那
で
あ
っ
た
下
来
島
村
保
賀
の
新
右
衛
門
と
い
う
鍛
冶
職
の
後
継
者
が
断
絶
し
て
い
た
た
め
(
但
し
幼

少
の
娘
は
存
在
)
、
そ
の
家
屋
敷
を
同
寺
が
預
か
り
職
人
役
(
水
役
)
も
負
担
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
職
人
の
免
許
も
含
め
て
家
督
を
西
蓮
坊
が

一
時
管
理
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
西
蓮
坊
は
こ
の
こ
と
を
小
三
郎
に
話
し
た
上
で
、
同
寺
の
檀
那
に
な
れ
ば
、
守
護
神
で
あ
る
金
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屋
子
神
を
添
え
て
鍛
冶
職
の
権
利
を
譲
る
と
勧
誘
し
て
き
た
の
で
、
こ
れ
に
従
い
同
寺
と
檀
那
契
約
を
結
ん
だ
の
だ
と
、
彼
は
語
っ
た
の
で
あ

る
0

こ
れ
を
受
け
て
一
念
寺
は
、
家
屋
敷
内
で
金
屋
子
神
を
祀
る
こ
と
を
西
蓮
坊
が
容
認
し
た
の
は
宗
風
違
反
を
見
過
ご
し
た
こ
と
に
な
る
と
し

て
、
奥
飯
石
内
の
西
派
真
宗
寺
院
(
以
下
、
法
中
と
略
称
す
る
)
か
ら
選
ば
れ
た
宗
風
取
締
り
掛
の
僧
侶
に
告
発
し
た
。
こ
の
宗
風
取
締
り
掛
は
、

奥
飯
石
の
真
宗
寺
院
と
神
職
と
の
間
で
文
化
一
二
年
(
一
八
一
五
か
ら
文
政
八
年
(
一
八
二
五
ま
で
続
い
た
竈
祓
い
を
め
ぐ
る
の
争
論
を
受

⑭

け
て
任
じ
ら
れ
た
役
職
で
あ
る
。
一
念
寺
に
ょ
る
告
発
後
は
、
こ
の
掛
の
僧
侶
に
ょ
り
西
蓮
坊
の
吟
味
が
進
め
ら
れ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
西
蓮

坊
は
次
の
よ
う
な
口
上
を
述
べ
て
、
概
ね
事
実
を
認
め
て
い
る
。

金
屋
子
神
之
事
者
小
三
郎
へ
遣
し
候
儀
二
者
無
之
、
小
三
郎
を
新
右
衛
門
名
跡
二
貰
ひ
候
処
、
家
之
内
二
有
之
候
趣
小
三
郎
6
申
候
得
者
、
拙
寺
6
相
渡
し

申
候
義
二
者
無
御
座
候
得
丑
<
一
応
承
候
間
、
不
存
と
可
申
様
も
無
御
座
候
、
是
職
場
守
護
神
之
事
故
大
目
二
見
申
居
候

こ
の
よ
う
に
、
西
蓮
坊
は
金
屋
子
神
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
勧
誘
し
た
点
に
つ
い
て
は
否
認
し
た
け
れ
ど
も
、
屋
敷
内
に
「
職
場
守
護

神
」
が
あ
る
こ
と
を
「
大
目
に
見
」
た
点
に
つ
い
て
俄
め
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
ょ
り
、
宗
風
に
反
し
た
処
置
を
反
省
す
る
「
廻
心
状
」
を
、

⑯

西
蓮
坊
は
奥
飯
石
の
法
中
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
一
八
世
紀
半
ば
以
降
、
神
祗
不
帰
依
の
宗
風
を
門
徒
に
ま
で
徹
底

す
る
動
き
が
次
第
に
広
ま
っ
て
い
く
が
、
そ
れ
で
も
個
々
の
僧
侶
に
ょ
る
教
導
の
仕
方
に
は
差
異
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
事
情
の
背
景
に
は
、

僧
侶
に
ょ
る
教
学
理
解
の
差
や
教
学
上
の
立
場
の
相
違
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
前
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
一
八
世
紀
後
半
の
讃
岐
国

で
は
神
祗
礼
拝
を
{
姦
す
る
了
空
の
教
学
を
支
持
す
る
僧
侶
が
多
数
い
た
た
め
、
地
域
内
に
お
け
る
僧
侶
間
の
方
針
の
差
は
顕
著
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
氏
神
需
へ
の
参
加
は
容
翆
る
一
方
、
家
内
の
神
事
は
腎
な
い
と
い
う
本
山
の
方
針
を
前
提
に
し
て
、
神
職
な
ど
と
の
争
論

が
繰
り
返
さ
れ
る
中
で
、
奥
飯
石
な
ど
の
よ
う
に
、
領
域
に
ょ
っ
て
は
同
じ
宗
派
の
僧
侶
集
団
が
相
互
に
確
認
し
合
い
宗
風
の
教
導
に
あ
た
る

体
制
が
整
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
宗
風
自
体
に
つ
い
て
は
真
宗
門
徒
の
問
で
も
次
第
に
意
識
さ
れ
る
よ
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う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
以
下
で
は
、
真
宗
門
徒
が
神
事
を
拒
否
し
て
紛
争
と
な
っ
て
い
る
事
例
を
取
り
上
げ
、
宗
風
を
め
ぐ
る
門
徒
の
動
向
に
つ
い
て
検
討

し
た
い
。

①
森
神
祭
祀
を
拒
否
し
た
事
例

こ
の
よ
う
な
事
例
と
し
て
は
、
す
で
に
触
れ
た
出
雲
国
神
門
郡
渡
橋
村
忠
左
衛
門
の
事
件
が
最
も
早
い
。
経
緯
に
つ
い
て
は
す
で
に
述
べ
た

9

の
で
、
こ
こ
で
は
忠
左
衛
門
が
願
楽
寺
と
い
う
多
数
の
門
徒
と
末
寺
を
抱
え
る
大
寺
院
の
檀
頭
(
檀
家
の
総
代
)
で
あ
っ
た
こ
と
、
屋
敷
内
に

⑳

各
家
で
祀
る
自
荒
神
と
と
も
に
集
落
単
位
で
祀
る
惣
荒
神
も
あ
り
、
そ
の
祭
宿
(
祭
礼
の
世
話
役
)
を
務
め
た
百
姓
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
す

る
に
と
ど
め
た
い
。
つ
ま
り
、
忠
左
衛
門
は
地
域
に
お
け
る
有
力
な
百
姓
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

次
に
、
荒
神
と
同
様
に
森
神
の
祭
祀
を
拒
否
し
た
事
例
と
し
て
、
安
永
三
年
(
一
七
七
四
か
ら
同
五
年
に
か
け
て
続
い
た
津
和
野
藩
領
の

今
市
村
の
大
歳
神
と
久
佐
村
の
地
主
神
の
祭
祀
を
め
ぐ
る
争
論
を
取
り
上
げ
る
。

左
の
安
永
三
年
正
月
に
西
本
願
寺
か
ら
石
見
国
市
木
村
浄
泉
寺
仰
誓
に
宛
て
た
書
状
に
は
、
争
論
の
発
端
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て

い
る
。其

国
津
和
野
領
丸
原
村
覚
善
寺
久
佐
村
浄
光
寺
、
右
両
寺
門
徒
右
久
佐
村
二
住
居
候
者
所
持
候
田
地
之
内
二
藪
神
と
称
狐
狼
之
死
骸
葬
候
跡
を
神
と
あ
か
め

来
候
邪
祠
有
之
年
々
神
祭
杯
仕
来
候
処
、
其
門
徒
近
年
御
法
儀
甚
発
候
付
、
御
委
二
背
申
儀
と
存
、
右
神
事
相
止
候
付
、
其
村
社
人
6
兎
哉
角
申
蔓

双
方
6
村
役
人
迄
訴
出
及
争
論
候
旨
、
元
来
争
論
者
社
人
共
申
条
無
理
と
相
聞
候
買
併
津
和
野
領
者
御
末
寺
茂
0
 
(
少
)
他
宗
勝
之
処
故
、
万
々
一
社
人

6
申
募
、
品
二
寄
津
和
野
領
中
6
御
本
山
江
神
祭
有
無
之
儀
御
寺
法
如
何
之
御
定
候
哉
と
尋
来
候
儀
茂
難
斗
候
二
付
、
委
細
為
心
得
御
申
越
之
趣
始
末
令
承

(
一
二
)
宗
風
を
め
ぐ
る
争
論
に
お
け
る
門
徒
の
動
向
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知
候
、
若
申
来
候
ハ
＼
御
紙
面
之
趣
を
以
相
答
可
申
候
間
左
様
御
心
得
可
有
候
(
中
略
)

⑳

正
月
石
州
市
木
浄
泉
寺
殿

こ
れ
に
ょ
れ
ば
、
久
佐
村
の
真
宗
門
徒
が
所
持
し
て
い
る
田
地
に
、
狐
狼
の
死
骸
を
葬
っ
た
跡
を
藪
神
と
し
て
祀
る
梨
存
在
し
毎
年
神
事

を
執
行
し
て
き
た
が
、
近
年
に
な
っ
て
門
徒
た
ち
が
宗
意
に
反
す
る
と
し
て
こ
れ
を
停
止
し
た
た
め
に
、
神
職
が
祭
祀
の
継
続
を
求
め
村
役
人

に
訴
え
争
論
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
史
料
に
書
か
れ
て
い
る
「
藪
神
」
が
久
佐
村
の
地
主
神
に
当
た
る
が
、
こ
の
祭
祀
を
停
止
し
た
真
宗
門
徒

は
、
別
の
史
料
か
ら
久
兵
衛
、
助
四
郎
、
市
右
衛
門
、
徳
左
衛
門
、
藤
四
郎
の
五
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

一
方
、
こ
の
争
論
で
は
今
市
村
の
浄
念
寺
の
所
持
地
に
あ
っ
た
大
歳
神
の
祭
祀
停
止
も
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
た
め
訴
え
た
側
の
神
職

⑳

は
今
市
村
の
大
歳
神
の
神
事
を
行
っ
て
い
た
同
村
の
高
子
増
穂
と
、
久
佐
村
の
地
主
神
の
神
事
を
行
っ
て
い
た
山
崎
清
路
の
二
人
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
今
市
村
の
浄
念
寺
の
本
寺
は
出
雲
国
飯
石
郡
赤
名
村
の
西
蔵
寺
、
久
佐
村
に
門
徒
を
持
っ
て
い
た
石
見
国
那
賀
郡
丸
原
村
の
覚
善
寺
の

本
寺
は
同
国
市
木
村
の
浄
泉
寺
で
あ
っ
た
た
め
、
以
後
の
争
論
は
、
西
蔵
寺
泰
秀
と
神
職
高
子
増
穂
と
の
論
争
や
、
浄
泉
寺
仰
誓
と
津
和
野
藩

⑳

寺
社
奉
行
森
喜
藤
太
と
の
や
り
と
り
を
伴
い
な
が
ら
展
開
し
た
。

そ
し
て
、
結
果
的
に
は
津
和
野
藩
の
代
官
に
ょ
り
、
久
佐
村
の
百
姓
五
人
に
対
し
、
「
百
姓
名
前
被
召
放
田
地
之
儀
ハ
子
共
へ
被
下
置
」
と

実
質
的
に
は
隠
居
が
命
じ
ら
れ
、
ま
た
地
主
神
の
稲
に
つ
い
て
は
相
続
人
ら
に
対
し
、
「
先
年
致
来
之
通
社
人
へ
相
頼
被
致
執
行
候
」
と
あ

⑳

る
よ
う
に
、
そ
の
神
職
へ
執
行
を
依
頼
す
べ
き
こ
と
が
指
示
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
以
上
は
表
向
き
の
措
置
で
あ
っ
て
、
併
行
し
て
内
済
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
五
人
の
相
続
人
は
神
職
山
崎
清
路
に
対
し
、
次
に
掲

げ
る
文
書
を
差
し
出
し
て
い
た
。

私
共
持
分
田
地
付
二
有
之
候
地
主
社
之
儀
、
御
存
之
通
田
畑
人
家
之
近
辺
二
有
之
、
自
然
与
不
浄
之
桟
も
可
有
御
座
哉
と
歎
敷
儀
奉
存
候
、
相
成
ル
儀
二
御

座
候
ハ
＼
右
之
場
所
貴
様
御
持
分
之
士
地
之
内
へ
場
所
替
被
成
被
下
候
様
二
御
頼
度
、
左
候
ハ
、
社
地
も
清
浄
二
而
可
然
哉
と
奉
存
候
、
右
之
通
御
許
容

被
下
候
ハ
＼
是
迄
と
違
場
所
も
品
二
寄
程
遠
二
可
相
成
、
左
候
而
祭
之
儀
も
色
略
有
之
候
而
ハ
気
之
毒
成
候
儀
二
御
座
候
間
、
右
之
社
引
料
土
地
代
之
儀

四
人
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ハ
不
能
申
永
々
為
御
世
話
元
米
も
私
共
6
此
度
差
出
、
利
米
ヲ
以
年
々
万
事
御
世
話
被
下
候
様
二
仕
置
度
候
間
、
此
段
御
許
容
被
下
御
内
々
御
取
斗
被
下
候

様
偏
奉
頼
候
、
以
上

山
崎
清
路
様

⑳

尚
々
地
主
祭
幣
祭
所
之
儀
も
是
又
同
様
御
取
斗
相
成
候
様
奉
願
候
、
已
上

つ
ま
り
、
地
主
社
の
場
所
を
百
姓
ら
の
所
持
地
か
ら
神
職
の
所
持
地
へ
と
移
転
し
、
か
つ
「
世
話
元
」
と
し
て
費
用
負
担
す
る
代
わ
り
に
、

「
名
跡
之
者
」
た
ち
は
祭
祀
に
は
直
接
関
与
し
な
い
と
い
う
か
た
ち
で
、
宗
風
の
維
持
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
一
件
で
は
、
森
神
の
祭
祀
を
拒
否
し
た
結
果
百
姓
で
あ
る
真
宗
門
徒
が
領
主
権
力
に
ょ
る
処
分
を
受
け
た
と
い
う
点
で
は
、
出
雲
国

渡
橋
村
の
忠
左
衛
門
の
事
例
と
同
様
で
あ
る
が
、
そ
の
処
分
は
軽
く
、
実
質
的
に
は
祭
祀
へ
の
関
与
を
避
け
る
こ
と
が
腎
ら
れ
、
宗
風
の
維

持
が
実
現
し
て
い
る
点
で
も
異
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
地
主
神
を
五
人
共
同
で
祀
っ
て
い
た
の
か
、
各
自
が
祀
っ
て
い
た
の
か
は
分
か
ら
な
い

が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
所
持
地
で
祀
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
田
地
を
い
っ
た
ん
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
彼
ら
は
小
作
人
層
は
で

な
く
高
持
ち
の
百
姓
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。
そ
し
て
、
渡
橋
村
の
忠
左
衛
門
の
事
例
と
最
も
異
な
る
点
は
、
争
論
の
当
事
者
で
あ
っ
た
今
市

村
の
浄
念
寺
だ
け
で
な
く
、
檀
那
寺
や
そ
の
本
寺
と
も
連
携
し
て
彼
ら
が
行
動
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
僧
侶
間
の
方
針
が
あ
わ
ず
郡
追
放

と
な
っ
た
忠
左
衛
門
に
対
し
、
本
山
の
指
示
の
下
、
本
寺
1
末
寺
が
全
面
的
に
緊
を
支
援
し
て
、
宗
風
の
実
質
的
な
維
持
を
確
保
し
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。

月
日

五
人
之
百
姓

名
跡
之
者
共
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②
竈
祓
い
の
執
行
を
拒
否
し
た
事
例

神
職
に
ょ
る
竈
祓
い
の
執
行
を
真
宗
門
徒
が
拒
否
し
て
起
こ
っ
た
紛
争
と
し
て
は
、
先
述
し
た
石
見
国
銀
山
料
行
恒
村
矣
明
三
年
三
月
)

の
外
に
、
出
雲
国
松
江
藩
領
松
江
城
下
(
文
化
六
年
一
二
月
)
、
出
雲
国
広
瀬
藩
領
頓
原
村
爰
化
ご
一
年
冬
、
文
化
一
四
年
)
な
ど
に
お
け
る
事
例

が
、
今
の
と
こ
ろ
史
料
的
に
確
翠
き
る
。

こ
の
う
ち
、
松
江
城
下
の
事
例
は
、
末
次
の
町
人
に
対
し
「
釜
祓
祈
禧
」
を
命
ず
る
町
奉
行
の
触
書
が
出
た
結
果
「
御
門
徒
之
面
々
権
威

二
恐
れ
釜
祓
祈
鳶
仕
候
も
の
も
過
半
有
之
趣
二
相
聞
へ
申
候
、
然
処
東
派
正
覚
寺
門
徒
定
兵
衛
と
申
者
、
再
応
宗
風
通
を
以
釜
祓
祈
禧
断
申
立

候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
大
半
の
門
徒
が
受
け
入
れ
る
中
、
東
派
(
東
本
願
寺
)
の
門
徒
定
兵
衛
が
断
っ
た
と
こ
ろ
、
「
町
内
預
」
の
処
分
を
受
け

⑳
、
、
、
、

た
事
件
で
あ
る
。
ま
た
、
頓
原
村
の
方
は
、
八
神
村
明
眼
寺
門
徒
の
医
者
士
江
如
春
楽
風
を
遵
守
し
て
竈
祓
を
拒
否
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
奥
飯
石
の
真
宗
僧
侶
と
神
職
間
の
争
曹
発
展
し
た
事
例
と
、
こ
の
争
論
の
最
中
に
同
村
の
門
徒
定
六
が
竈
祓
を
拒
否
し
「
組
合
」
を
除
か

⑳
、
、
、
、

れ
た
と
い
う
事
例
で
あ
る
。
松
江
の
定
兵
衛
の
場
合
は
、
竈
祓
い
の
強
行
に
対
し
一
人
抵
抗
し
た
と
い
う
事
例
で
あ
る
の
に
対
し
、
頓
原
の
土

谷
如
春
の
場
合
は
彼
の
拒
否
を
き
っ
か
け
に
町
全
体
に
竈
祓
い
の
強
行
が
な
さ
れ
た
と
い
う
点
で
対
照
的
で
あ
る
が
、
個
人
が
神
事
を
拒
否
し

て
い
る
と
い
う
点
は
共
通
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
行
恒
村
の
争
論
は
村
内
の
門
徒
の
家
々
が
足
並
み
を
揃
え
て
行
動
し
て
い
る
と
い
う
点
で
事
情
が
異
な
っ
て
い
る
。
も
っ
と

も
、
訴
訟
の
吟
味
の
過
程
で
百
姓
た
ち
は
、
「
日
疋
迄
ハ
浄
士
真
宗
之
宗
風
二
、
ブ
有
之
二
付
右
様
之
事
不
仕
候
得
共
、
御
役
所
6
之
御
下
知
二
候

、
如
何
様
共
可
仕
、
何
分
御
公
儀
之
御
意
者
違
背
不
仕
、
何
事
も
御
差
図
二
可
奉
任
候
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
今
後
竈
祓
い
を
受
け
る

ハか
ど
う
か
は
公
儀
の
指
示
に
任
せ
る
と
い
う
態
度
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
瓢
は
江
戸
の
評
定
所
へ
ま
わ
さ
れ
、
天
明
四
年
六
月
ま

で
に
「
在
家
之
分
ハ
祈
願
ハ
可
任
帰
依
旨
」
と
い
う
裁
決
が
出
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
翌
七
月
十
一
日
に
頭
百
姓
多
三
郎
が
頭
取
と
な
っ
て
竈

祓
い
の
際
に
立
て
ら
れ
た
幣
四
十
七
人
分
を
不
帰
依
を
理
由
に
神
職
に
返
し
た
た
め
、
こ
れ
に
怒
っ
た
神
職
が
竈
祓
い
を
再
び
強
行
し
、
争
論

⑩

が
再
発
し
た
の
で
あ
る
。
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再
発
し
た
争
論
の
結
果
の
霜
は
不
明
で
あ
る
が
、
天
明
五
年
十
一
月
六
日
に
頭
取
の
多
三
郎
と
大
森
町
の
郷
宿
岡
田
屋
庄
右
衛
門
の
二
人

に
対
し
、
「
内
証
二
而
相
働
候
事
」
が
神
妙
で
あ
っ
た
と
し
て
、
本
山
か
ら
「
御
褒
美
之
御
言
葉
」
が
贈
ら
れ
る
な
ど
さ
れ
て
お
り
、
真
宗
側

の
宗
意
が
通
る
か
た
ち
で
解
決
が
図
ら
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

③
宗
風
に
従
わ
な
か
っ
た
事
例

以
上
見
て
き
た
事
例
は
、
真
宗
門
徒
禦
風
を
遵
守
し
た
場
合
で
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
宗
風
を
違
反
し
て
い
る
場
合
も
い
く
つ
か
見
受
け
ら

れ
る
。
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
石
見
国
石
原
村
の
清
光
寺
の
事
例
で
は
、
千
原
村
の
勘
右
衛
門
は
娘
の
病
気
治
癒
の
た
め
に
祈
禧
を
頼
み
、

神
札
を
家
内
に
張
っ
て
い
た
。
ま
た
、
石
見
国
浜
田
藩
領
の
長
沢
村
に
あ
っ
た
大
元
神
の
神
木
を
、
宝
暦
十
年
に
士
地
の
所
有
者
で
あ
っ
た
真

光
寺
が
伐
採
し
た
事
件
で
は
、
神
職
と
と
も
に
祭
祀
の
維
持
を
求
め
て
真
宗
門
徒
を
含
ん
だ
村
人
が
同
寺
と
争
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
奥
飯
石

の
広
瀬
藩
領
の
頓
原
村
で
も
、
好
右
衛
門
ら
六
人
が
「
神
祭
」
(
内
容
は
不
明
)
を
行
っ
て
き
た
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
、
竈
祓
い
な
ど
を
し
な
い

よ
う
教
諭
す
べ
き
こ
と
が
真
宗
寺
院
に
対
し
本
山
の
使
僧
か
ら
申
し
渡
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
門
徒
が
森
神
等
の
祭
祀
に
参
加
し
た
り
、

家
内
の
神
事
を
宗
教
者
に
依
頼
し
神
札
や
護
符
を
張
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、
実
際
に
は
こ
の
ほ
か
に
も
多
く
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
真
宗

教
団
が
容
認
し
て
い
る
氏
神
祭
祀
へ
の
参
加
は
も
ち
ろ
ん
普
通
に
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
こ
れ
ら
の
事
例
を
踏
ま
え
て
、
近
世
後
期
に
お
け
る
真
宗
門
徒
の
宗
風
に
対
す
る
態
度
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
言
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
こ
の
問
題
に
つ
い
て
触
れ
た
研
究
者
の
中
で
、
真
{
示
門
徒
が
神
棚
や
位
牌
を
家
内
に
設
置
し
な
い
な
ど

の
理
由
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
示
し
た
の
は
児
玉
識
だ
け
で
あ
る
。
児
玉
は
、
神
棚
・
位
牌
は
家
の
祖
先
祭
祀
の
表
象
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
排

除
は
家
の
階
層
差
が
示
さ
れ
る
こ
と
の
忌
避
を
動
機
と
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
後
述
す
る
小
寄
講
に
お
け
る
活
動
を
基
盤
と
し
た
神
棚
不
設

置
の
動
向
は
、
近
世
中
期
以
降
に
生
じ
た
農
民
の
階
層
分
解
へ
の
抵
抗
で
あ
っ
た
と
理
解
し
た
。

こ
の
よ
う
な
児
玉
の
見
解
を
、
本
稿
で
検
討
し
た
事
例
に
即
し
て
検
証
し
て
み
ょ
う
。
ま
ず
、
児
玉
は
「
神
祗
拒
否
」
の
事
例
に
つ
い
て
神
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棚
の
不
設
置
し
か
挙
げ
て
い
な
い
が
、
実
際
に
は
荒
神
・
地
主
神
な
ど
の
森
神
の
祭
祀
や
、
家
内
に
お
け
る
竈
敢
い
を
拒
否
す
る
と
い
う
事
例

の
多
い
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
拒
否
の
担
い
手
に
つ
い
て
も
、
医
者
や
寺
院
の
檀
頭
を
務
め
る
ほ
ど
の
有
力
な
百
姓
の
場
合
が
あ
り
、
村
の

門
徒
が
共
同
で
行
動
す
る
場
合
に
は
頭
百
姓
の
指
導
の
あ
っ
た
こ
と
も
分
か
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
担
い
手
を
階
層
分
解

に
抗
す
る
小
百
姓
層
に
限
定
で
き
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
い
ず
れ
の
紛
争
事
例
に
お
い
て
も
、
僧
侶
に
ょ
る
宗
風
の
教
導
が

前
提
と
な
っ
て
お
り
、
争
論
も
ふ
つ
う
僧
侶
自
身
が
当
事
者
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
行
恒
村
の
百
姓
ら
が
本
山
か
ら
表
彰
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

宗
風
の
護
持
は
教
団
自
体
の
方
針
で
あ
っ
て
、
門
徒
集
団
独
自
の
運
動
と
は
言
い
が
た
い
。

も
ち
ろ
ん
、
明
和
の
浜
田
宗
論
関
係
の
史
料
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
上
層
の
町
人
の
方
が
神
札
を
納
受
し
神
棚
を
設
置
し
て
い
る
比
表
高

い
と
い
う
事
態
は
経
済
的
な
理
由
か
ら
も
想
定
で
き
る
し
、
小
寄
講
が
小
百
姓
層
の
相
互
扶
助
組
織
と
し
て
階
層
分
解
の
阻
止
に
寄
与
し
た
と

、
、
、
、
゛

い
う
事
態
も
あ
り
え
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
紛
争
事
例
に
お
い
て
宗
風
の
護
持
を
意
識
的
に
実
践
し
て
い
る
真
宗
門
徒

に
即
し
て
言
え
ば
、
児
玉
の
見
解
は
成
り
立
た
な
い
と
見
な
さ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

(
『
有
馬
毅
一
郎
先
生
退
官
記
念
論
集
社
会
科
教
育
実
践
の
新
展
開
』
有
馬
毅

①
島
根
県
松
江
市
・
豊
龍
寺
文
書
六
三
0
 
(
「
宍
道
町
史
史
料
目
録
Ⅱ
』
宍
道
町

一
郎
先
生
退
官
記
念
事
業
会
、
二
0
0
二
年
)
、
品
川
知
彦
「
祭
礼
行
事
調
査

教
育
委
員
会
、
二
0
0
二
年
)

『
蛇
を
祀
る
民
俗
」
中
間
報
告
荒
神
信
仰
研
究
序
」
(
『
古
代
文
化
研
究
』
三
、

②
「
願
楽
寺
縁
起
」
(
島
根
県
出
雲
市
白
枝
町
・
願
楽
寺
所
蔵
)
。
成
立
年
は
不
詳

二
0
0
四
年
)
な
ど
を
姦
。
な
お
、
以
下
本
稿
で
は
、
森
神
の
語
を
森
あ
る
い

で
あ
る
が
、
記
載
内
容
は
宝
暦
七
年
の
記
事
で
終
わ
っ
て
い
る
。

は
樹
木
を
標
識
と
し
て
祀
ら
れ
た
神
々
の
総
称
と
し
て
用
い
る
。

③
以
下
、
本
稿
で
は
西
本
願
寺
を
本
山
と
す
る
真
宗
教
団
を
単
に
「
西
派
」
、
東

⑦
こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
小
林
俊
二
「
真
宗
に
お
け
る
神
祗
と
『
神
祗
不
拝
』
」

本
願
寺
を
本
山
と
す
る
教
団
を
「
東
派
」
と
略
称
す
る
。

(
朝
枝
善
照
編
「
妙
好
人
伝
研
究
」
永
田
文
昌
堂
一
九
八
七
年
)
、
前
掲
は
じ

④
前
掲
注
②
「
願
楽
寺
縁
起
」
。

め
に
注
⑥
拙
稿
を
姦
。

⑤
「
諸
国
所
々
杠
遣
書
状
留
」
(
本
願
寺
史
料
研
究
所
保
処
邑
に
載
る
元
文
三
年
十

⑧
「
天
明
四
年
辰
八
月
行
恒
村
社
官
・
一
向
宗
出
入
二
付
書
付
写
也
」
(
島
根
県
大

一
月
二
十
五
日
の
松
江
藩
役
人
及
び
願
楽
寺
宛
て
の
書
状
を
姦
。

田
市
大
森
町
・
熊
谷
家
文
書
二
五
・
一
エ
ハ
、
京
都
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
図

⑥
出
雲
国
で
は
、
樹
木
あ
る
い
は
森
を
神
体
と
し
て
荒
神
を
祀
る
こ
と
が
多
く
、

害
室
蔵
)
。

社
殿
あ
る
い
は
社
祠
を
設
け
な
い
場
合
が
多
か
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
山

⑨
『
浜
田
九
ケ
寺
宗
皐
哩
(
浜
田
市
文
化
財
保
存
会
、
一
九
六
四
年
)
、
前
掲
注
⑤

崎
亮
「
荒
神
祭
祀
論
の
た
め
の
覚
書
1
出
雲
地
方
を
念
頭
に
置
い
て
1
」
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「
諸
国
所
々
江
遣
書
状
留
」
掲
載
の
宝
暦
十
四
年
三
月
十
四
日
附
浜
田
真
光
寺
宛

て
書
状
を
参
照
。

⑩
以
下
、
こ
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
⑤
「
諸
国
所
々
江
遣
書
状
留
」
掲
載

の
書
状
の
や
り
と
り
に
拠
る
。

⑪
前
掲
は
じ
め
に
注
⑥
拙
稿
を
参
照
。

⑫
同
右
。

⑬
「
西
蓮
坊
一
件
同
寺
6
演
説
害
差
出
候
二
付
懸
り
法
中
6
拙
寺
茂
御
尋
二
付
左

二
申
上
候
」
(
島
根
県
飯
南
町
八
神
・
明
眼
寺
蔵
)
に
ょ
る
。

⑭
前
掲
は
じ
め
に
注
⑥
拙
稿
を
参
照
。

⑮
「
口
上
」
(
明
眼
寺
蔵
)
。

⑯
「
誤
一
札
下
来
島
村
西
蓮
坊
」
(
明
眼
寺
蔵
)
。

⑰
前
掲
は
じ
め
に
注
④
拙
稿
を
参
照
。

⑱
前
掲
は
じ
め
に
注
⑥
拙
稿
を
姦
。
な
お
、
先
述
し
た
行
恒
村
の
竈
蔵
い
一
件

の
記
録
で
あ
る
「
行
恒
釜
禳
一
件
記
」
(
明
眼
寺
蔵
)
に
は
、
「
内
心
二
、
深
ク
仏
恩

ヲ
喜
ヒ
、
其
上
ハ
諸
神
諸
仏
ヲ
軽
賤
セ
ス
、
就
中
氏
神
崇
敬
仕
、
年
始
井
祭
礼
之

節
社
参
一
切
物
初
穂
等
其
身
ノ
分
限
相
応
二
差
上
可
申
、
携
テ
不
浄
ノ
家
内
神
明

ヲ
祭
り
杯
申
事
ハ
却
テ
不
敬
ノ
至
り
ナ
リ
」
と
い
う
真
宗
僧
侶
側
の
立
場
が
明
確

に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

⑲
明
治
初
年
の
「
真
宗
本
末
一
派
寺
院
明
細
帳
」
(
願
楽
寺
蔵
)
に
ょ
れ
ぱ
、
末

寺
は
十
ケ
寺
、
檀
家
は
千
五
百
軒
に
上
っ
た
。

⑳
前
掲
注
①
豊
龍
寺
文
書
に
「
神
門
郡
渡
橋
村
惣
荒
神
従
古
来
同
村
忠
左
衛
門
与

申
者
祭
宿
等
相
勤
祭
来
候
処
二
、
近
年
惣
荒
神
・
自
荒
神
共
一
二
向
祭
事
相
止
候

旨
」
と
あ
る
。

⑳
前
掲
注
⑤
「
諸
国
所
々
江
遣
書
状
留
」
。

⑳
「
専
修
専
念
法
式
弁
述
」
(
明
眼
寺
蔵
)
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
光
西
寺
泰
玉
・
浄

専
(
泉
力
)
寺
仰
誓
の
津
和
野
藩
寺
社
役
森
喜
藤
太
宛
て
の
書
状
(
九
月
二
十
九

日
附
)
を
参
更

⑳
「
邪
神
祭
願
書
対
弁
」
(
國
學
院
大
學
図
害
館
河
野
省
三
零
文
庫
蔵
)
。

⑳
前
掲
注
⑳
「
専
修
専
念
法
式
弁
述
」
姦
。

⑳
前
掲
注
⑳
「
邪
神
祭
願
書
対
弁
」
。

⑳
同
右
。

⑳
「
出
雲
国
需
」
(
本
願
寺
史
料
研
究
所
保
処
旦
掲
載
の
本
山
役
人
宛
明
宗
寺

願
楽
寺
書
状
(
文
化
七
年
十
一
月
五
日
附
)
。

⑳
「
御
届
申
上
口
上
之
覚
」
(
法
中
↓
御
本
山
御
役
人
、
明
眼
寺
蔵
)
。

⑳
「
餓
一
件
二
付
広
勝
蓮
迄
内
々
問
合
相
頼
遣
候
書
状
演
説
扣
」
(
明
眼
寺
蔵
)
。

な
お
、
こ
の
件
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
神
道
講
釈
師
の
旅
と
神
仏
論
争
の
展
開
1

矢
野
左
倉
太
夫
の
活
動
に
即
し
て
1
」
(
『
社
会
文
化
論
集
』
七
、
二
0
 
三

年
)
で
触
れ
て
い
る
。

⑳
前
掲
注
⑱
「
行
恒
釜
禳
一
件
記
」
を
姦
。

@
「
石
見
国
需
」
(
本
願
寺
史
料
研
究
所
保
管
掲
載
の
常
見
寺
以
下
五
ケ
寺
宛

て
の
本
山
役
人
書
状
(
天
明
四
年
八
月
二
日
附
)
。

⑫
前
掲
注
⑧
「
天
明
四
年
辰
八
月
行
恒
村
社
官
・
一
向
宗
出
入
二
付
書
付
写
也
」
。

@
前
掲
注
@
「
石
見
国
需
」
掲
載
の
浄
泉
寺
宛
て
本
山
役
人
害
状
矣
明
六
年

二
月
朔
日
附
)
を
貫
。

@
前
掲
注
⑨
「
九
ケ
寺
{
一
至
。

⑮
前
掲
は
じ
め
に
注
⑥
拙
稿
を
参
照
。

⑯
前
掲
は
じ
め
に
注
⑨
児
玉
b
論
文
を
参
照
。

@
児
玉
識
が
引
用
す
る
「
明
和
年
間
宗
門
一
件
」
(
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究

科
図
書
館
蔵
)
と
同
内
容
の
写
本
で
あ
る
「
石
州
浄
土
真
宗
法
難
一
件
」
(
出
雲

中
央
図
書
館
蔵
)
に
は
、
「
同
じ
真
宗
て
も
松
屋
助
五
郎
杯
ハ
前
々
6
札
も
張
り

神
祭
り
も
す
る
故
二
此
方
共
ハ
自
分
共
身
の
上
ハ
言
ふ
に
不
及
町
内
之
福
之
神

私
も
真
宗
な
れ
と
随
分
神
祭
り
札
を
張
ル
、
裏
借
屋
か
し
や
の
者
ハ
不
存
候
へ
共

町
並
の
者
二
真
宗
じ
や
と
て
神
祭
り
致
さ
ぬ
者
ハ
こ
さ
り
ま
せ
ぬ
」
と
の
浜
田
の

町
人
松
屋
助
五
郎
の
言
葉
誕
さ
れ
て
い
る
。
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従
来
の
研
究
で
は
、
神
祗
不
帰
依
の
宗
風
を
含
め
た
真
宗
教
義
の
普
及
に
あ
た
り
、
僧
侶
に
ょ
る
在
家
法
談
の
場
と
な
っ
た
小
寄
講
が
大
き

な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
分
野
を
代
表
す
る
研
究
者
で
あ
る
児
玉
に
ょ
れ
ば
、
小
寄
講
と
は
、
「
近
隣
の
家
同
士

こ
う
じ
D
、
つ
ど
.
つ
ギ
よ
.
つ
ー

が
集
っ
て
地
縁
結
合
を
な
し
て
い
る
諭
中
(
同
行
と
も
い
う
)
と
い
う
相
互
扶
助
集
団
に
お
い
て
、
毎
月
二
度
開
く
寄
合
い
」
を
指
す
(
但
し
、

実
際
に
は
毎
月
二
度
と
は
限
ら
な
い
)
。

筆
者
も
こ
う
し
た
見
解
を
踏
襲
す
る
立
場
で
あ
る
が
、
小
寄
講
に
関
す
る
児
玉
の
研
究
で
は
、
講
中
の
相
互
扶
助
機
能
や
成
員
に
対
す
る
規

制
力
を
説
く
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
て
お
り
、
檀
那
寺
と
は
異
な
る
寺
院
が
近
隣
の
門
徒
を
預
か
る
「
け
き
ょ
う
」
制
と
の
関
わ
り
が
説
か
れ

②

る
も
の
の
、
教
団
僧
侶
に
ょ
る
講
の
位
置
づ
け
方
な
ど
に
つ
い
て
は
未
だ
検
討
の
余
地
を
残
し
て
い
る
と
考
え
る
。

そ
こ
で
本
章
で
は
、
児
玉
が
扱
っ
て
い
る
明
和
年
間
の
浜
田
宗
謹
外
の
事
例
を
取
り
上
げ
、
こ
の
点
に
つ
い
て
分
析
を
加
え
た
上
で
、
小

寄
講
に
お
け
る
在
家
法
談
の
盛
行
と
神
祗
不
帰
依
の
宗
風
を
め
ぐ
る
紛
争
が
頻
発
す
る
状
況
と
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て

論
及
し
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
前
稿
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
伊
勢
神
宮
の
敢
(
神
札
)
の
納
受
を
領
主
が
触
書
等
で
命
ず
る
場
合
に
は
、
僧
侶
の
俗
家
(
在
家
)

゛
」
、
、
③
、
、

で
の
法
談
が
規
制
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
ま
た
、
こ
う
し
た
触
書
を
め
ぐ
つ
て
争
論
が
起
こ
る
事
例
も
散
見
さ
れ
る
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
触
書

に
つ
い
て
時
期
的
特
徴
を
見
て
み
る
と
、
天
明
三
年
(
一
七
八
三
)
、
寛
政
三
年
(
一
七
九
こ
、
天
保
七
年
(
一
△
壬
ハ
)
の
各
年
に
お
け
る
浜

田
藩
領
の
触
晝
天
明
八
年
(
一
七
八
七
)
、
寛
政
二
年
の
広
島
藩
領
の
触
書
な
ど
、
特
に
不
作
・
凶
作
時
の
倹
約
令
や
風
俗
統
制
令
の
一
環
と

、
、
、
④
、

し
て
出
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
こ
と
に
気
づ
く
。
民
衆
の
講
に
お
け
る
寄
り
合
い
や
旅
の
宗
教
者
の
俳
佃
な
ど
、
制
度
外
の
社
会
領
域
に
お

講
寄
規
制
と
小
寄
講
の
公
認

2

(
こ
神
祗
不
帰
依
の
宗
風
と
小
寄
講
と
の
関
係
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け
る
活
動
は
、
安
丸
の
言
う
周
縁
的
現
実
態
と
し
て
普
段
は
叢
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
不
作
・
凶
作
時
に
は
こ
う
し
た
領
域
に
政
治
権

力
が
介
入
し
、
秩
序
か
ら
の
逸
脱
を
統
制
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
政
治
権
力
に
ょ
る
干
渉
は
、
周
縁
的
現
実
態
と
し
て
の
民
俗
を
場
と
し
て
活
動
す
る
宗
教
者
間
の
関
係
に
緊
張
を
も

た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
よ
う
な
実
例
と
し
て
、
奥
飯
石
の
広
瀬
藩
領
に
お
け
る
講
寄
り
の
規
制
を
契
機
と
す
る
、
真
宗
僧
侶
と
広

瀬
藩
の
や
り
と
り
と
、
真
宗
僧
侶
と
神
職
と
の
争
論
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

天
明
六
年
十
月
、
広
瀬
藩
は
次
に
掲
げ
る
触
書
を
領
内
に
通
達
し
た
。

一
、
近
来
百
姓
町
人
共
之
内
講
寄
と
名
付
寄
集
り
費
等
有
之
趣
先
達
而
相
聞
、
銘
々
家
業
第
丁
一
可
心
掛
事
、
別
而
百
姓
ハ
農
業
第
一
可
致
出
情
事
、
日
之

中
ハ
勿
論
之
儀
夜
分
二
而
も
右
体
講
寄
い
た
し
夜
を
更
し
候
得
者
翌
日
労
も
有
之
、
自
然
と
耕
作
疎
二
相
成
衰
微
之
基
二
候
、
銘
々
信
心
ハ
胸
中
二
可
有

之
儀
、
然
を
家
業
之
障
二
相
成
候
様
二
成
行
候
而
者
、
仮
令
当
時
内
証
不
致
難
儀
者
た
り
共
召
遣
ひ
或
ハ
一
展
人
二
耕
作
任
置
候
様
二
罷
成
、
田
地
劣
故
甚

以
御
不
為
之
儀
其
上
追
々
二
者
先
祖
6
譲
り
候
地
所
を
も
相
放
シ
不
孝
之
罪
不
軽
事
二
候
、
尤
仏
神
疎
二
可
仕
様
ハ
全
無
之
心
中
之
信
仰
肝
要
二
而
農
業

随
分
出
情
シ
先
祖
親
族
之
年
廻
施
物
等
或
ハ
氏
神
祭
礼
初
穂
等
年
始
中
元
其
外
寺
社
家
之
諸
勤
前
々
6
致
来
之
通
、
猶
追
々
任
力
相
増
候
様
二
心
掛
候
写

者
、
自
然
と
神
明
仏
陀
之
加
護
ハ
可
有
儀
二
候
、
若
又
強
而
致
講
寄
度
輩
有
之
候
ハ
其
旨
書
付
を
以
願
出
候
ハ
、
評
儀
之
上
可
及
沙
汰
候
、
無
届
し
て
寄

集
候
儀
有
之
候
ハ
＼
其
村
庄
屋
年
寄
五
人
頭
町
方
ハ
年
寄
目
代
五
人
頭
6
人
別
名
前
相
記
早
速
可
申
訴
事

右
之
通
町
方
在
々
谷
奥
二
至
迄
不
洩
様
急
度
可
申
触
候
、
以
上

午
十
月

(
三
広
瀬
藩
の
触
書
と
奥
飯
石
の
法
中
の
対
応

小
笹
伊
右
衛
門

内
藤
準
平

熊
谷
四
郎
五
郎
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こ
の
触
書
で
は
、
百
姓
は
農
業
に
専
念
す
べ
き
と
い
う
観
点
か
ら
、
民
衆
の
信
仰
に
関
わ
る
活
動
を
祖
先
供
養
、
氏
神
の
祭
礼
等
に
限
定
し
、

講
寄
り
と
い
う
名
目
で
夜
に
集
ま
る
こ
と
を
制
し
た
上
で
、
ど
う
し
て
も
講
寄
り
を
行
い
た
い
場
合
に
は
、
村
・
町
の
役
人
に
対
し
事
前
に
届

け
出
る
べ
き
こ
と
が
令
達
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
触
書
自
体
は
冗
費
節
減
を
励
行
し
た
倹
約
令
で
あ
り
、
僧
侶
の
在
家
談
の
規

制
で
は
な
か
っ
た
が
、
講
寄
り
が
制
限
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
次
の
よ
う
な
文
書
を
奥
飯
石
の
真
宗
僧
侶
た
ち
は
提
出
し
、
「
小
寄
」
が
規
制

の
対
象
外
で
あ
る
こ
と
の
翻
を
求
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

乍
恐
奉
断
一
札

今
度
御
郡
中
へ
御
教
示
被
仰
出
有
之
候
趣
ハ
、
講
寄
と
名
付
打
集
費
も
出
来
致
し
家
業
之
障
り
二
も
相
成
申
由
御
聞
二
達
シ
候
二
付
、
以
後
二
お
い
て

大
与
頭
平
左
衛
門
殿

与
頭
庄
右
衛
門
殿⑤

与
頭
又
右
衛
門
殿

、

ハ
在
町
共
二
役
人
中
江
相
断
り
候
様
御
示
被
仰
出
候
と
粗
風
説
承
り
申
候
、
然
所
下
々
之
者
共
心
得
違
浄
士
真
宗
小
寄
御
差
止
メ
之
様
二
聞
請
候
趣
二
而
、

扱
々
気
之
毒
二
奉
存
候
、
併
拙
寺
共
二
お
ゐ
て
ハ
小
寄
之
儀
二
而
者
有
御
座
間
敷
、
定
而
観
音
講
、
日
待
講
、
月
待
講
、
庚
申
待
講
、
恵
美
須
講
、
金
毘

羅
講
杯
と
名
付
寄
集
候
類
、
費
多
キ
事
共
二
而
御
示
シ
被
仰
出
候
事
哉
と
奉
察
候
得
共
、
門
徒
之
者
共
心
得
違
申
事
歎
敷
奉
存
証
拠
御
断
申
上
候

一
、
浄
土
真
宗
小
寄
之
儀
者
、
大
概
組
合
十
軒
位
一
ケ
月
一
工
度
当
番
廻
し
二
法
座
を
催
シ
、
宗
法
を
教
示
仕
候
の
ミ
ニ
而
造
作
ケ
間
敷
事
一
向
無
御
座
候
、

三
沢
卯
左
衛
門

尚
倹
約
筋
専
ラ
相
示
申
候
趣
ハ
別
紙
演
説
書
を
以
申
上
候
、
尤
小
寄
之
儀
者
宗
門
第
一
之
法
式
二
し
て
、
人
寔
九
十
一
代
伏
見
院
様
御
勅
免
二
而
東
照
宮

様
宗
門
御
し
ら
べ
以
来
諸
宗
別
段
之
御
定
法
と
し
て
公
方
様
御
代
替
之
節
宗
法
堅
相
守
り
寺
役
無
懈
怠
門
徒
権
化
疎
略
仕
問
敷
旨
数
ケ
條
之
誓
詞
血
判
二

而
御
本
山
江
御
請
取
、
御
門
跡
6
江
戸
表
江
被
差
出
候
、
依
之
大
祖
親
鸞
聖
人
正
統
之
宗
儀
少
も
違
背
仕
間
敷
候
條
、
連
年
厳
重
之
御
下
知
二
御
座
候
、

然
者
御
勅
免
と
申
、
御
大
法
と
申
、
浄
土
真
宗
之
法
式
ハ
諸
宗
格
別
二
御
座
候
、
然
を
門
徒
共
有
体
心
得
違
申
候
而
者
法
意
廃
レ
タ
ル
時
ハ
万
邪
不
閑
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カ
、
法
意
ハ
則
為
0
国
為
0
代
と
御
座
候
上
宮
皇
子
之
御
宣
旨
二
も
相
当
り
、
且
ハ
諸
宗
法
式
不
可
相
乱
條
之
仰
二
も
自
然
と
相
背
申
様
二
可
相
成
哉
と

呉
々
歎
敷
奉
存
候
、
何
卒
当
宗
門
法
式
之
儀
者
別
段
御
定
法
之
趣
御
郡
中
門
徒
共
江
被
為
及
御
沙
汰
被
下
候
様
幾
重
二
も
御
歎
奉
願
候
、
以
上

十
月天

明
六
丙
午
年
十
月
六
日

頓
原
ニ
テ
差
上
申
候

タ
リ

リ

持
参
人

こ
の
一
札
に
お
け
る
僧
侶
た
ち
の
主
張
の
要
点
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
浄
土
真
宗
に
お
け
る
「
小
寄
」
は
、
十
軒

ぐ
ら
い
の
家
々
で
構
成
さ
れ
る
組
合
を
前
提
に
、
一
ケ
月
に
一
度
当
番
と
な
っ
た
家
で
催
さ
れ
る
法
座
で
あ
り
、
「
{
示
法
」
が
教
示
さ
れ
る

の
み
で
経
費
も
か
か
ら
ず
家
業
に
支
障
は
な
い
。
こ
の
点
で
、
観
音
講
な
ど
の
「
講
寄
」
と
は
区
別
さ
れ
る
。
し
か
も
、
「
小
寄
」
は
伏
見
院

の
代
に
朝
廷
か
ら
勅
許
を
受
け
て
以
来
の
「
法
式
」
で
あ
り
、
こ
れ
を
含
め
た
門
徒
へ
の
教
化
は
、
将
軍
家
が
代
替
わ
り
す
る
際
に
幕
府
に
対

し
本
山
か
ら
提
出
さ
れ
て
い
る
誓
詞
で
も
誓
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
こ
れ
を
怠
る
こ
と
は
、
「
諸
宗
法
式
不
可
相
乱
」
と
い
う
寛
文
五
年

に
幕
府
が
発
し
た
諸
宗
寺
院
法
度
の
箇
条
に
抵
触
す
る
、
と
言
う
の
で
あ
る
。

こ
の
主
張
内
容
の
検
討
に
つ
い
て
は
後
回
し
に
し
て
、
こ
の
後
の
経
緯
に
つ
い
て
続
け
て
触
れ
て
お
く
と
、
奥
飯
石
の
西
蔵
寺
・
明
眼
寺

西
蓮
坊
の
三
ケ
寺
は
こ
の
一
札
を
携
え
広
瀬
に
赴
き
、
同
地
所
在
の
勝
願
寺
を
通
じ
て
郡
奉
行
兼
寺
社
奉
行
の
三
沢
卯
左
衛
門
と
交
渉
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
そ
の
際
、
彼
ら
が
求
め
た
の
は
、
触
書
の
変
更
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
「
小
寄
」
が
規
制
の
対
象
外
で
あ
る
こ
と
の
翻
で
あ

つ
た
。
そ
し
て
、
交
渉
の
結
果
報
恩
講
と
御
取
り
越
し
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
{
姦
さ
れ
る
一
方
、
「
小
寄
」
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
組
合

西
蔵
寺
看
司
離
雲

明
眼
寺
住
持
龍
乗

西
蓮
坊
住
持
慈
敬

⑥

三
沢
卯
左
衛
門
殿

真
行
寺
無
住

代
判
明
覚
寺
印

蓮
光
寺
無
住

代
判
真
向
寺
印

(
他
一
四
名
略
)

(
傍
線
は
筆
者
に
ょ
る
)
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の
範
囲
を
決
め
そ
の
構
成
員
を
記
し
た
文
書
を
庄
屋
(
村
役
人
)
・
目
代
面
役
△
に
提
出
す
る
こ
と
、
一
軒
に
年
一
度
ず
つ
家
業
の
障
り
に

、
、
、
、
⑦

な
ら
な
い
よ
う
に
す
べ
き
こ
と
な
ど
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
小
寄
講
は
広
瀬
藩
に
ょ
り
公
腎
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
代
わ
り
、

組
合
構
成
員
の
村
町
役
人
へ
の
届
け
出
制
が
導
入
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

し
か
も
、
小
寄
講
に
お
け
る
活
動
を
藩
及
び
郡
村
役
人
の
監
視
対
象
下
に
置
こ
う
と
す
る
動
き
は
そ
の
後
も
続
き
、
天
明
八
年
十
月
に
は
、

小
寄
講
に
集
う
門
徒
の
家
数
を
一
組
八
軒
に
制
限
し
組
合
以
外
の
者
の
参
加
を
禁
ず
る
こ
と
、
小
寄
の
開
催
当
日
に
当
番
と
な
っ
た
家
か
ら
庄

屋
.
目
代
に
届
け
出
を
し
て
置
く
べ
き
こ
と
、
頭
分
の
百
姓
な
ど
が
組
合
を
離
れ
一
軒
だ
け
で
勤
行
す
る
こ
と
の
蠢
、
夜
は
亥
の
刻
ま
で
と

す
る
こ
と
な
ど
の
四
点
の
事
項
が
、
村
方
、
町
方
へ
令
達
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
真
宗
僧
侶
側
は
、
庄
屋
な
ど
へ
の
距
雜
が
遠
い
家
も
あ
り
毎
回
の
届
け
出
は
却
っ
て
費
え
と
な
る
こ
と
、
用
事
が
あ
っ
て
立
ち

寄
る
場
合
の
参
加
も
認
め
る
こ
と
、
組
合
を
雜
れ
て
「
壱
人
立
」
で
「
小
寄
」
を
勤
め
る
こ
と
を
容
認
す
る
の
は
「
寄
合
之
法
座
」
を
勧
め
る

9

「
善
知
識
之
御
直
命
」
に
背
く
こ
と
な
ど
を
主
張
し
、
広
瀬
藩
に
方
針
の
修
正
を
求
め
た
。

そ
の
結
果
寛
政
元
年
閏
六
月
に
広
瀬
藩
は
、
組
合
を
一
組
八
軒
に
限
定
す
る
こ
と
、
寄
り
合
い
は
亥
刻
ま
で
と
す
る
こ
と
は
そ
の
ま
ま
と

し
た
が
、
「
壱
人
立
」
が
腎
ら
れ
る
の
は
大
庄
屋
・
御
用
達
・
宗
旨
庄
屋
だ
け
と
し
、
「
小
寄
」
開
催
の
届
け
出
条
項
に
つ
い
て
は
削
除
す
る

⑩

こ
と
に
し
て
、
僧
侶
側
の
願
い
に
応
え
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
天
明
期
に
お
け
る
凶
年
の
状
況
下
、
広
瀬
藩
は
倹
約
、
農
業
専
念
の
観
点
か

ら
講
活
動
を
禁
止
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
浄
士
真
宗
寺
院
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
、
小
寄
講
に
つ
い
て
は
条
件
付
き
で
稔
す
る
こ
と

に
な
つ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
以
下
で
は
、
こ
の
公
認
を
勝
ち
取
る
に
あ
た
っ
て
真
宗
僧
侶
た
ち
が
展
開
し
た
論
理
の
特
徴
に
つ
い
て
改
め
て
分
析
し
て
お
こ
う
。

当
初
広
瀬
藩
が
出
し
た
触
書
は
、
農
業
や
家
の
存
続
に
支
障
が
あ
る
と
い
う
理
由
で
講
の
活
動
の
停
止
を
命
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
曽
呂

た
ち
が
ま
ず
主
張
し
た
の
は
、
「
小
寄
」
は
あ
く
ま
で
教
導
の
場
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
彼
ら
が
利
養
を
求
め
る
(
私
的
利
益
を
得
る
)
こ
と
は
な

い
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
は
、
俗
人
で
あ
る
門
徒
宅
で
法
話
を
行
う
こ
と
を
正
当
化
す
る
こ
と
と
も
関
連
し
て
お
り
、
幕
府
が
寛
文
五
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年
に
出
し
た
法
度
に
あ
る
「
借
在
家
構
仏
壇
不
可
求
利
用
事
」
と
い
う
条
文
に
抵
触
し
な
い
と
い
う
主
張
で
も
あ
る
。
ま
た
、
門
徒
の
側
に
即

し
て
も
、
他
領
の
よ
う
に
組
合
の
者
へ
夜
食
が
出
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
外
の
講
と
は
異
な
り
遊
興
的
な
側
面
は
な
い
と
、
彼
ら
は
強
調
し

⑫

て
い
る

尤
も
、
「
小
寄
」
で
は
一
年
に
一
軒
に
つ
き
「
五
銭
三
銭
ツ
ご
が
集
め
ら
れ
て
本
山
へ
冥
加
と
し
て
上
納
さ
れ
る
が
、
か
え
っ
て
こ
れ
は

、
、
⑬

「
小
寄
」
が
「
私
之
法
座
」
で
は
な
い
こ
と
の
証
左
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
寺
院
の
私
的
な
活
動
で
は
な
く
、
教
団
と
し
て
の
公
的
な
活
動
で

あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
性
格
を
そ
な
え
る
在
家
で
の
法
談
は
、
伏
見
院
の
院
宣
で
稔
さ
れ
て
い
る
と
い
う
由
緒
を

語
り
、
国
家
レ
ベ
ル
で
も
承
認
を
受
け
て
い
る
、
と
僧
侶
た
ち
は
主
張
す
る
。
尤
も
、
こ
の
院
宣
は
広
瀬
藩
に
写
し
が
提
出
さ
れ
て
い
る
も
の

⑭

の
、
偽
書
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
僧
侶
側
に
と
っ
て
は
、
在
家
法
繁
国
家
か
ら
公
認
を
受
け
た
活
動
で
あ
る
こ
と
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
は
、
有
効
な
主
張
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
毎
年
に
一
回
は
僧
侶
が
門
徒
宅
に
出
向
く
こ
と
は
、
門
徒
た
ち
の
心
得
違
い
を
糺
し
、
キ
リ
シ
タ
ン
を
調
査
す
る
こ
と
に
も
繋
が
り
、

⑮

?
こ

「
天
下
之
御
政
道
之
一
筋
」
と
な
る
と
彼
ら
が
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
、
小
寄
講
は
国
家
支
配
を
代
行
す
る
場
と
し
て
も
位
置
づ
け
ら
れ
て
正

当
化
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
正
当
化
の
仕
方
は
、
諸
宗
寺
院
法
度
に
あ
る
「
諸
宗
法
式
不
可
相
乱
」
と
い
う
条
文
を
僧
侶
だ
け
で
な
く

門
徒
に
ま
で
適
用
さ
せ
よ
う
と
す
る
志
向
に
も
通
じ
て
い
き
、
門
徒
が
組
合
を
離
れ
る
こ
と
は
善
知
識
の
命
に
背
く
行
動
と
し
て
否
定
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
小
寄
講
に
お
け
る
真
宗
僧
侶
の
法
談
は
、
広
瀬
藩
の
場
合
の
よ
う
に
、
必
ず
し
も
倫
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、

岡
藩
で
は
小
寄
講
が
規
制
さ
れ
、
真
宗
門
徒
の
活
動
が
農
業
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
と
し
て
、
百
姓
が
遠
島
に
処
せ
ら
れ
る
事
件
が
宝
暦
十
二

⑯
⑰

年
に
起
こ
っ
て
い
る
し
、
福
井
・
加
賀
・
大
野
の
各
藩
で
は
夜
中
の
法
談
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
葬
祭
へ
の

関
与
や
寺
院
を
場
と
し
た
教
化
と
異
な
り
、
門
徒
に
ょ
る
講
の
活
動
や
在
家
で
の
法
談
は
、
領
主
に
ょ
る
倫
が
得
ら
れ
に
く
か
っ
た
。
こ
う

し
た
中
、
奥
飯
石
の
真
宗
僧
侶
た
ち
は
、
最
大
限
、
小
寄
に
お
け
る
法
草
制
度
的
領
域
に
位
置
づ
け
る
陰
を
駆
使
し
て
、
条
件
付
き
の
公 福
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認
を
得
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
小
寄
の
倫
は
、
観
音
講
や
日
待
講
な
ど
の
諸
講
を
、
費
え
の
多
い
遊
興
的
な
活
動
と
見
な
し
て
否
定
す
る
こ
と
と
表
裏
の
関
係

に
あ
っ
た
。
し
か
も
、
真
宗
僧
侶
の
中
に
は
、
門
徒
が
こ
れ
ら
の
講
に
参
加
す
る
こ
と
を
抑
止
し
よ
う
と
す
る
者
も
現
れ
た
た
た
め
に
、
次
に

掲
げ
る
史
料
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
神
職
と
の
紛
争
に
ま
で
発
展
し
て
い
っ
た
。

(
三
)
周
縁
的
現
実
態
と
し
て
の
民
俗
を
め
ぐ
る
宗
教
者
の
抗
争

一
筆
啓
上
仕
候
、
然
者
当
午
ノ
穐
方
広
瀬
従
御
上
様
被
仰
出
候
御
法
度
之
趣
ハ
、
近
年
村
々
町
人
共
講
寄
と
名
附
寄
集
り
申
事
至
而
御
法
度
之
由
、
一
向

宗
門
徒
中
小
寄
之
儀
も
右
同
様
二
被
仰
附
候
趣
二
承
申
候
所
、
御
郡
中
一
向
宗
寺
方
6
小
寄
之
儀
色
々
御
願
立
被
成
候
而
か
、
又
々
小
寄
之
儀
壱
ケ
年
三

杠

度
ツ
、
仕
度
ハ
可
仕
候
由
、
し
か
し
組
合
を
究
メ
人
別
名
目
を
印
し
御
役
所
へ
願
出
候
而
小
寄
可
仕
旨
御
上
様
被
仰
遣
候
御
廻
文
二
相
聞
申
候
、
右
之
趣
午

ノ
閏
十
月
廿
八
日
か
二
当
村
御
役
所
に
於
テ
庄
屋
年
寄
五
人
与
中
を
呼
寄
セ
、
小
寄
り
之
入
割
御
上
様
御
廻
文
二
任
セ
御
申
渡
シ
被
成
候
砺
り
二
、
当
御
役

所
へ
貴
僧
御
立
合
被
成
、
庄
屋
殿
年
寄
殿
6
上
座
被
成
、
五
人
与
中
へ
貴
僧
御
申
渡
シ
被
成
候
趣
聞
届
ケ
申
候
所
此
度
小
寄
之
儀
ハ
御
上
様
6
急
度
御
免

被
為
仰
附
候
問
、
一
向
宗
門
徒
二
流
を
く
み
候
者
ハ
人
別
二
御
小
寄
不
仕
候
而
ハ
不
相
成
儀
、
且
又
一
向
宗
於
門
徒
之
者
二
以
来
金
比
羅
講
・
大
仙
講

月

待
日
待
祈
念
祈
禧
事
ハ
不
仕
、
御
札
守
を
不
請
ケ
、
一
向
宗
門
徒
之
家
々
に
御
札
守
張
置
候
而
崇
敬
仕
候
儀
ハ
此
度
御
法
度
二
被
仰
出
候
間
、
御
小
寄
り
斗

り
仕
、
其
外
神
講
寄
事
も
今
日
之
日
ノ
神
月
ノ
神
ヲ
祭
ル
事
も
一
向
宗
之
者
ハ
不
相
成
御
法
度
二
候
間
、
以
来
右
様
之
神
祭
り
事
者
仕
間
敷
候
由
御
役
所

庄
屋
年
寄
中
同
座
6
上
座
二
而
五
人
組
中
へ
御
申
渡
シ
御
役
所
二
而
其
趣
五
人
与
へ
請
合
セ
被
成
候
由
、
五
人
与
之
中
ニ
ハ
誠
三
向
宗
之
者
ハ
御
小
寄
り

斗
り
仕
其
外
月
待
日
待
祈
念
祈
礑
之
御
札
守
等
頂
戴
仕
候
事
ハ
誠
に
御
上
様
6
御
法
度
二
も
御
座
候
哉
と
心
得
、
組
下
へ
御
公
用
も
同
様
二
右
之
入
割
急
度

申
付
候
五
人
与
も
有
之
候
、
又
ハ
御
上
様
御
法
度
二
而
御
座
有
間
敷
と
心
得
候
而
か
、
是
ハ
常
信
寺
6
か
様
被
申
儀
と
事
を
分
て
組
下
へ
申
渡
シ
五
人
組
も

有
之
由
、
斬
取
々
二
承
候
、
猶
又
五
人
与
一
心
二
其
趣
組
下
百
姓
へ
急
度
申
渡
候
訳
ケ
私
聞
届
ケ
申
候
二
付
、
合
点
不
参
忰
ヲ
以
当
村
庄
屋
丈
兵
衛
殿
井

二
善
兵
衛
江
掛
合
御
上
様
御
條
目
通
り
庄
屋
殿
に
御
伺
候
所
、
全
ク
御
條
目
通
り
二
貴
僧
6
御
申
渡
し
被
成
候
様
儀
一
向
に
相
見
へ
不
申
と
庄
屋
丈
兵
衛
殿
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井
善
兵
衛
殿
両
人
被
申
候
、
猶
又
忰
儀
も
御
條
目
拝
見
仕
候
所
、
講
寄
と
名
付
願
ヒ
無
シ
に
数
多
寄
り
集
り
候
儀
ハ
稠
敷
御
上
様
6
御
法
度
二
而
、
月
待

日
待
祈
念
祈
鳶
不
仕
、
御
札
守
頂
戴
崇
敬
仕
間
敷
趣
ハ
一
向
宗
之
者
二
而
も
無
御
座
候
様
二
相
見
候
由
申
候
、
猶
又
御
上
様
6
左
様
成
ル
御
筆
分
ケ
も
無
御

座
候
へ
ハ
、
是
ハ
貴
僧
私
之
言
附
二
而
ハ
御
座
有
間
敷
や
、
御
上
様
之
御
法
度
二
而
御
座
候
へ
ハ
、
御
筆
分
り
も
御
座
可
有
事
二
奉
存
候
、
成
程
其
御
元
御

寺
内
二
而
御
法
座
又
ハ
旦
家
仏
事
法
座
二
も
右
様
之
訳
ケ
月
待
日
待
祈
念
祈
禧
之
神
祭
御
札
守
等
請
ル
も
の
二
而
無
イ
、
又
ハ
家
に
札
守
張
置
心
仰
仕
ル
も

の
二
而
無
之
と
の
不
法
之
御
進
メ
被
成
候
訳
ケ
合
も
存
居
申
候
壮
へ
寺
内
旦
家
二
而
御
す
、
め
ハ
内
分
之
事
と
存
、
是
迄
ハ
指
捨
置
候
へ
丑
へ
此
度
ハ
御
役

所
庄
屋
年
寄
殿
二
御
掛
合
御
指
留
被
成
候
へ
ハ
天
下
一
統
神
祭
事
神
祗
道
之
妨
二
相
成
ル
訳
貪
私
家
代
々
之
神
職
障
り
二
相
成
儀
御
申
被
成
候
御
心
底
難

斗
奉
存
候
、
依
而
御
聞
合
申
候
間
弥
右
之
趣
二
御
指
留
被
成
ル
御
心
底
二
も
御
座
候
や
、
此
度
急
度
返
答
書
状
可
被
遣
候
、
奉
待
候
、
以
上

山
本
日
向

午
十
二
月
廿
七
日

常
信
寺

⑱

(
傍
線
は
筆
者
に
ょ
る
)

正
雲
様

こ
れ
に
ょ
れ
ば
、
奥
飯
石
に
あ
る
大
呂
村
の
常
信
寺
正
雲
は
、
広
瀬
藩
に
ょ
っ
て
「
小
寄
」
の
許
可
が
下
り
た
後
の
天
明
六
年
閏
十
月
に
、

そ
の
旨
を
村
役
人
が
百
姓
た
ち
に
申
し
渡
す
場
に
立
ち
会
い
、
真
宗
門
徒
は
小
寄
に
参
加
す
べ
き
こ
と
と
と
も
に
、
金
比
羅
講
な
ど
で
祈
禧
を

し
な
い
こ
と
、
神
札
等
を
も
ら
わ
ず
家
に
も
張
ら
な
い
こ
と
、
日
の
神
や
月
の
神
を
祀
る
な
ど
「
神
祭
り
」
を
し
な
い
こ
と
な
ど
を
教
諭
し
た

よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
大
呂
村
の
神
職
で
あ
る
山
本
日
向
は
、
広
瀬
藩
か
ら
の
令
達
に
は
月
待
・
日
待
な
ど
で
祈
禧
を
し
な
い
こ
と
や

神
札
を
崇
敬
し
な
い
こ
と
を
触
れ
た
箇
所
は
な
い
旨
を
述
べ
た
上
で
、
神
祗
不
帰
依
の
宗
風
を
門
徒
に
勧
め
る
こ
と
は
「
内
分
之
事
」
と
し
て

こ
れ
ま
で
用
捨
し
て
き
た
が
、
藩
か
ら
の
通
達
と
合
わ
せ
て
申
し
渡
さ
れ
て
は
、
神
祗
道
の
妨
げ
に
な
る
と
し
て
抗
議
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
山
本
日
向
と
常
信
寺
正
雲
と
の
間
で
ど
の
よ
う
な
や
り
と
り
が
な
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
史
料
を
得
ら
れ
な
い

た
め
に
不
明
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
こ
の
後
山
本
日
向
は
大
呂
村
の
近
隣
に
あ
る
穴
見
村
の
氏
子
の
家
々
で
土
公
神
祭
竈
祓
い
と
想
定
さ
れ

る
)
を
強
行
し
、
俗
家
で
は
神
祭
り
を
し
な
い
と
す
る
真
宗
寺
院
や
門
徒
と
の
間
で
紛
争
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
の
件
に
つ
い
て
は
、
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寛
政
元
年
四
月
に
広
瀬
藩
か
ら
幕
府
に
対
し
照
会
が
な
さ
れ
、
近
ご
ろ
一
向
宗
亘
香
の
信
仰
が
盛
ん
と
な
り
法
談
の
場
で
夜
更
け
ま
で
寄

り
合
い
を
し
て
農
業
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
旨
が
述
べ
ら
れ
た
上
で
、
真
宗
門
徒
に
も
神
事
を
受
け
さ
せ
神
職
の
職
分
を
保
障
し
た
い
と
の
旨

の
伺
い
か
立
て
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
幕
府
寺
社
奉
行
は
、
「
氏
神
之
義
二
而
も
、
信
仰
之
厚
薄
二
寄
候
間
、
前
々
之
通
、
神
事
清
候

様
御
申
付
可
然
と
者
難
及
御
挨
拶
候
」
と
、
信
仰
は
百
姓
側
の
帰
依
次
第
と
回
答
し
て
い
る
0

こ
の
帰
依
次
第
と
す
る
方
針
は
、
行
恒
村
の
竈

祓
い
一
件
に
お
け
る
天
明
四
年
の
幕
府
の
裁
定
と
同
じ
で
あ
り
、
同
様
の
事
例
に
お
け
る
幕
府
の
態
度
は
一
貫
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
0

さ
て
、
以
上
の
経
緯
か
ら
は
、
次
の
よ
う
な
諸
点
が
窺
え
よ
う
。
ま
ず
、
日
待
や
観
音
講
へ
の
参
加
の
禁
止
や
神
祗
不
帰
依
の
宗
風
の
遵
守

を
門
徒
に
誓
約
さ
せ
て
い
る
事
例
に
つ
い
て
は
前
稿
で
も
触
れ
た
が
、

右
に
見
た
常
信
寺
正
雲
の
場
合
、
広
瀬
藩
か
ら
の
令
達
の
申
し
渡
し
と

合
わ
せ
て
教
諭
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
宗
風
の
徹
底
を
図
る
と
い
う
宗
派
の
方
針
も
領
主
に
ょ
っ
て
倫
さ
れ
た
と
、
広
瀬

藩
に
ょ
る
小
寄
講
の
公
認
に
つ
い
て
常
信
寺
は
解
釈
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
0

一
方
、
山
本
日
向
は
こ
の
よ
う
な
常
信
寺
の
所
業
に
つ
い
て
、
僧
侶
の
職
分
を
越
え
て
神
職
の
権
益
を
侵
害
し
た
行
為
と
捉
え
抗
議
し
た
の

で
あ
る
が
、
皮
肉
に
も
彼
自
身
に
ょ
る
穴
見
村
門
徒
へ
の
神
事
強
行
に
つ
い
て
は
同
様
の
判
断
が
幕
府
か
ら
下
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
0
 
真
宗
僧

侶
側
の
宗
風
徹
底
に
関
し
て
も
、
例
え
ば
そ
れ
が
強
制
的
で
あ
る
場
合
に
は
、
本
山
か
ら
制
せ
ら
れ
た
り
、
領
主
か
ら
処
罰
さ
れ
た
り
し
て
、

る
よ
う
に
、
実
際
に
は
門
徒
に
ま
で
適
用
さ
れ
る
領
主
公
腎
宗
法
と
は
見
な
さ
れ
て
は
い
な
い
0

こ
れ
に
対
し
、
神
職
が
氏
子
の
家
々
で
行

う
神
事
に
つ
ぃ
て
は
、
渡
橋
村
忠
左
衛
門
の
一
件
に
お
け
る
松
江
藩
や
、
幕
府
に
穴
見
村
の
一
件
に
つ
い
て
照
会
し
た
広
瀬
藩
の
よ
う
に
、
領

主
に
ょ
っ
て
は
こ
れ
を
慣
習
と
し
て
倫
し
よ
う
と
す
る
向
き
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
幕
府
レ
ベ
ル
で
は
宗
教
者
と
俗
人
と
の
占
で
相
対
で
処

理
す
べ
き
案
件
と
見
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
真
宗
教
団
に
お
け
る
小
寄
や
宗
風
の
教
導
だ
け
で
な
く
、
神
職
が
氏
子
の
家
々
で
行
う
神
事
や
配
札
も
非
制
度
的
な
士
会
領
域
に

お
け
る
活
動
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
政
治
権
力
の
中
枢
か
ら
は
周
縁
的
現
実
態
と
し
て
黙
腎
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
近
世
後
期
に
な
る

と
、
広
瀬
藩
の
よ
う
に
領
主
側
に
は
こ
う
し
た
領
域
の
統
制
を
図
ろ
う
と
す
る
姿
勢
が
生
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
真
{
示
教
団
側
は
幕
府
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法
に
準
拠
し
て
い
る
こ
と
を
主
張
す
る
こ
と
で
小
寄
講
に
お
け
る
在
家
法
談
の
存
続
を
図
っ
た
が
、
こ
う
し
た
論
法
の
使
用
は
、
僧
侶
が
門
徒

に
対
し
て
小
寄
講
へ
の
参
加
や
宗
風
の
徹
底
を
義
務
づ
け
る
姿
勢
を
と
る
こ
と
を
助
長
し
が
ち
で
あ
っ
た
。
実
際
、
石
見
国
千
原
村
の
事
例
で

も
、
門
徒
の
家
に
張
っ
て
あ
っ
た
神
札
を
撤
去
し
た
清
光
寺
は
そ
の
家
を
小
寄
檀
那
と
し
て
い
た
寺
院
で
あ
っ
た
。
檀
那
寺
で
は
な
い
寺
院
が
、

預
か
り
門
徒
と
の
関
係
を
安
定
化
さ
せ
る
た
め
に
は
、
小
寄
講
が
教
団
公
男
教
化
活
動
の
場
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
、
そ
の
象
徴
と
し
て
宗
風
の
徹
底
が
示
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
神
職
の
側
と
し
て
は
こ
う
し
た
事
態
が
進
展
す
れ
ば
、
自
ら
の
活
動
領
域
が
狭
ま
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
た
め
、
行
恒
村
の
神
職
石

崎
中
務
の
よ
う
に
、
神
事
励
行
の
指
示
が
領
主
か
ら
出
さ
れ
た
こ
と
を
理
由
に
し
て
、
す
な
わ
ち
公
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
行
為
と
し
て
竈
祓

い
を
執
行
す
る
こ
と
が
試
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
石
崎
に
ょ
れ
ば
、
「
宗
方
ハ
未
来
神
祗
道
ハ
現
世
之
義
二
候
間
、
不

⑳

寄
(
帰
)
依
と
申
義
ハ
有
間
違
藪
力
)
儀
」
な
の
で
あ
っ
て
、
真
宗
門
徒
で
あ
る
百
姓
も
神
社
の
氏
子
で
あ
る
以
上
、
村
の
家
々
全
体
で
五

穀
成
就
を
祈
る
公
的
な
祭
祀
と
し
て
竈
祓
い
は
執
行
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
神
職
や
神
札
を
配
る
御
師
な
ど
か
ら
す
れ
ば
、
小
寄
講
や
神
祗
不
帰
依
の
宗
風
自
体
が
秩
序
に
反
す
る
行
い
と
さ
れ
た
。
例
え
ば
、

明
和
四
年
の
江
戸
に
お
け
る
土
蔵
秘
事
(
土
蔵
に
隠
れ
て
念
仏
を
唱
え
る
な
ど
、
秘
密
裏
に
伝
え
ら
れ
た
浄
士
真
宗
の
異
端
信
仰
)
摘
発
を
受
け
、
徳

島
藩
領
で
配
札
を
行
っ
て
い
た
伊
勢
神
宮
の
御
師
で
あ
る
八
木
長
太
夫
は
、
「
在
方
請
相
之
旦
那
千
軒
余
斗
有
之
候
処
、
御
秡
ハ
受
不
申
暦
斗

⑳

受
申
輩
数
多
有
之
、
此
輩
士
蔵
秘
事
之
類
葉
二
而
茂
有
之
様
二
申
出
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
暦
だ
け
を
受
け
取
り
御
祓
(
神
札
)
を
受
け
な
い

真
宗
門
徒
に
つ
い
て
土
蔵
秘
事
同
様
の
者
と
し
、
御
祓
を
受
け
取
る
よ
う
指
示
す
る
触
書
を
出
す
よ
う
、
恐
ら
く
要
請
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
、
神
札
の
受
納
が
異
端
で
な
い
こ
と
の
表
象
と
な
っ
て
い
た
の
は
、
同
じ
く
士
蔵
秘
事
の
摘
発
を
契
機
に
し
て
起
こ
っ
た
浜
田
の
宗
論
の
場

⑳

合
で
も
同
様
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
小
寄
講
に
つ
い
て
も
、
文
化
年
間
に
奥
飯
石
に
来
訪
し
た
矢
野
左
倉
太
夫
と
い
う
神
道
講
釈
師
は
、
年
貢

の
未
払
い
や
徒
党
の
謀
議
が
行
わ
れ
る
場
で
あ
る
と
盛
ん
に
吹
聴
し
真
宗
の
法
談
を
攻
撃
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
真
宗
僧
侶
が
宗
意
を
教

導
し
て
異
安
心
や
キ
リ
シ
タ
ン
の
取
締
り
を
行
い
、
宗
風
を
徹
底
す
る
場
と
し
て
位
置
づ
け
た
小
寄
講
は
、
利
害
を
異
に
す
る
宗
教
者
か
ら
は
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全
く
正
反
対
の
解
釈
を
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
よ
う
に
、
神
祗
不
帰
依
の
宗
風
を
め
ぐ
る
紛
争
事
例
で
問
題
と
な
っ
て
い
た
、
小
寄
講
、
森
神
の
祭
祀
、
家
々
で
の
竈
祓
い
、
神
札
の

家
内
設
置
な
ど
の
民
俗
的
事
象
に
対
す
る
政
治
権
力
の
態
度
は
暖
昧
で
、
基
本
的
に
は
積
極
的
な
介
入
は
避
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
利

害
を
異
に
す
る
宗
教
者
の
間
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
ら
が
関
わ
る
側
面
に
つ
い
て
の
み
政
治
的
支
配
秩
序
へ
の
位
置
づ
け
を
図
る
解
釈
を
行
い
、

他
の
側
面
の
秩
序
逸
脱
的
な
性
格
を
強
調
す
る
と
い
う
か
た
ち
で
、
互
い
に
争
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ら
の
実
態
は
双
方

の
解
釈
と
は
当
然
異
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
相
楚
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

小
寄
講
に
つ
い
て
言
え
ば
、
そ
の
前
提
と
な
っ
て
い
た
奥
飯
石
の
法
中
が
言
う
組
合
は
、
先
行
研
究
が
す
で
に
指
摘
す
る
よ
う
に
、
一
般
的

に
は
講
中
と
呼
ば
れ
る
百
姓
た
ち
の
相
互
扶
助
組
織
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
僧
侶
の
法
話
を
聴
聞
す
る
「
小
寄
」
は
そ
の
活
動
の
一
側
面

に
過
ぎ
な
い
。
講
中
の
規
約
で
は
、
葬
式
に
関
す
る
規
定
が
多
く
を
占
め
る
こ
と
が
普
通
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
屋
根
の
葺
き
替

え
に
際
し
て
の
相
互
扶
助
や
、
講
中
の
成
員
を
分
割
す
る
な
ど
し
て
田
植
え
組
も
編
成
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
恵
比
須
社
な
ど
の
祭

⑳
」
゛
゛

礼
組
織
の
単
位
と
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
宗
教
者
と
の
関
係
に
つ
い
て
言
え
ば
、
前
稿
で
す
で
に
触
れ
た
他
藩
の
例
か
ら
も
、

寺
院
住
職
で
は
な
い
旅
僧
や
弟
子
僧
が
講
の
寄
合
で
法
談
し
た
り
、
俗
人
だ
け
で
語
り
合
っ
た
り
す
る
こ
と
は
実
態
と
し
て
多
く
あ
っ
た
と
考

⑳
、
、

え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
小
寄
」
が
行
わ
れ
る
講
中
は
果
た
す
機
能
に
ょ
っ
て
分
節
化
も
可
能
な
住
民
の
結
合
組
織
で
あ
り
、
関
わ
る
宗

教
者
の
性
格
に
ょ
っ
て
種
々
の
様
相
を
呈
す
可
能
性
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

し
て
い
る
(
『
江
津
市
赴
践
上
巻
、
一
九
八
二
年
、
-
 
0
七
八
頁
)
。

①
前
掲
は
じ
め
に
注
⑨
児
玉
b
論
文
一
八
三
頁
を
参
凾

0

⑤
「
講
寄
小
寄
弁
別
記
」
(
明
眼
寺
蔵
)
。

②
前
掲
は
じ
め
に
注
⑨
児
玉
a
著
書
姦
。

⑥
同
右
。

③
前
掲
は
じ
め
に
注
⑥
拙
稿
姦
。

⑦
同
右
史
料
中
の
天
明
六
年
閏
十
月
七
日
の
大
与
頭
以
下
三
人
(
郡
役
人
)
宛
て

④
天
明
三
、
八
年
、
天
保
七
年
が
凶
作
の
影
響
を
受
け
た
年
で
あ
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
が
、
寛
政
二
、
三
年
は
寛
政
の
改
革
期
で
諸
藩
も
倹
約
令
な
ど
を
通

の
三
沢
の
書
状
に
ょ
る
。

⑧
「
一
宗
二
分
派
記
」
(
明
眼
寺
蔵
)
。

達
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。
浜
田
藩
も
寛
政
三
年
に
は
、
包
括
的
な
倹
約
令
を
出
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'

⑨
同
右
。

⑩
同
右
。

⑪
前
掲
注
⑤
「
講
寄
小
寄
弁
別
記
」
に
は
、
明
和
四
年
の
浜
田
宗
論
時
の
史
料
で

あ
る
「
石
見
公
事
寛
睦
記
」
が
引
か
れ
て
お
り
、
寛
睦
の
寺
社
奉
行
へ
の
回
答
の

中
に
同
趣
旨
の
発
言
が
あ
る
。

⑫
前
掲
注
⑤
「
講
寄
小
寄
弁
別
記
」
。

⑬
前
掲
注
⑧
「
一
宗
二
分
派
記
」
。

⑭
前
掲
注
⑤
「
講
寄
小
寄
弁
別
記
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
院
宣
は
左
の
通
り
。

親
鸞
聖
人
門
流
者
非
二
諸
国
横
行
之
類
一
在
家
止
住
之
土
民
等
ノ
勤
行
之
條

為
国
無
費
為
人
無
煩
所
申
非
無
其
謂
之
間
所
被
免
許
如

参
議
有
房

嘉
元
元
年
正
月

親
鸞
聖
人
門
弟
中

こ
の
院
宣
は
、
嘉
元
元
年
の
鎌
倉
幕
府
に
ょ
る
一
向
衆
停
止
の
際
に
唯
善
が
偽

作
し
た
文
害
に
手
を
加
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
(
「
本
願
寺
史
」
第
一
巻
、
浄
土

真
宗
本
願
寺
派
宗
務
所
、
一
九
六
一
年
、
一
五
七
頁
)
。

⑮
前
掲
注
⑤
「
講
寄
小
寄
弁
別
記
」
。

⑯
鷺
山
智
英
「
(
史
料
紹
介
)
宝
暦
年
間
筑
前
に
お
け
る
真
宗
門
徒
農
民
の
遠
島

処
分
に
つ
い
て
」
(
『
研
究
所
報
」
六
、
兵
庫
大
学
附
属
研
究
所
、
二
0
0
二
年
)

⑰
有
元
正
雄
『
近
世
日
本
の
宗
教
社
会
史
」
全
口
川
弘
文
館
、
二
0
0
二
年
)
三

一
四
頁
に
指
摘
が
あ
る
。

⑱
明
眼
寺
蔵
。

⑲
,
禾
行
問
答
』
(
東
京
創
文
社
、
一
九
九
七
年
)
一
0
0
号
。

⑳
前
掲
は
じ
め
に
注
⑥
拙
稿
を
参
照
。

⑳
前
掲
は
じ
め
に
注
⑥
拙
稿
。
寛
政
三
年
の
浜
田
藩
、
安
政
五
年
の
松
江
藩
領
山

口
村
の
事
例
な
ど
。

⑳
児
玉
識
は
前
掲
は
じ
め
に
注
⑨
薯
書
a
で
、
け
き
ょ
う
制
の
成
立
と
の
関
わ
り

で
、
門
徒
側
の
意
向
に
沿
う
か
た
ち
で
僧
侶
が
宗
風
の
遵
守
を
説
い
た
と
述
べ
て

い
る
が
、
教
団
に
お
け
る
位
置
づ
け
と
い
う
観
点
は
な
い
。

⑳
前
掲
第
一
章
注
⑧
「
天
明
四
年
辰
八
月
行
恒
村
社
官
・
一
向
宗
出
入
二
付
書
付

写
也
」
。

⑳
前
掲
第
一
章
注
⑤
「
諸
国
所
々
江
遣
候
書
状
留
」
掲
載
の
阿
波
東
光
寺
殿
法
中

宛
本
山
役
人
書
状
(
明
和
四
年
二
月
晦
日
附
)
を
参
照
。

⑳
明
和
四
年
の
江
戸
に
お
け
る
士
蔵
秘
事
の
風
聞
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
浄
土
真

宗
に
つ
い
て
キ
リ
シ
タ
ン
同
然
と
の
風
評
が
立
っ
た
こ
と
が
、
浜
田
宗
論
の
き
つ

か
け
で
あ
っ
た
(
前
掲
第
一
章
注
⑨
「
浜
田
九
ケ
寺
宗
論
」
)
。

⑳
前
掲
第
一
章
注
⑳
拙
稿
を
参
照
。

⑳
真
宗
僧
侶
が
、
森
神
の
祭
祀
を
邪
神
を
祀
る
淫
祀
で
あ
る
と
し
て
斥
け
て
い
た

の
は
第
一
章
の
事
例
を
通
じ
て
す
で
に
見
た
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
安
丸
が
示

し
た
異
端
的
な
も
の
の
序
列
は
、
仏
教
勢
力
以
外
の
視
点
に
基
づ
い
て
お
り
、
本

稿
で
の
検
討
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
一
般
化
で
き
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る

(
前
掲
は
じ
め
に
注
③
参
照
)
。

⑳
喜
多
村
正
「
石
見
山
問
地
域
の
ム
ラ
と
村
落
組
織
1
旭
町
・
瑞
穂
町
市
木
の

コ
ウ
ジ
ユ
ウ
ー
」
(
「
社
会
文
化
論
集
』
一
、
島
根
大
学
法
文
学
部
社
会
文
化
学

科
、
二
0
0
四
年
)
を
参
照
。

⑳
前
掲
は
じ
め
に
注
④
拙
稿
を
参
照
。
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前
節
で
見
た
よ
う
に
、
寺
院
数
で
は
浄
士
真
条
優
勢
で
あ
っ
た
地
域
で
も
、
地
域
の
住
民
は
真
宗
の
門
徒
で
あ
る
と
同
時
に
神
社
の
氏
子

で
も
あ
り
、
ま
た
結
成
し
た
講
中
の
組
織
も
宗
教
者
と
の
関
わ
り
次
第
で
種
々
の
様
相
を
呈
す
る
状
況
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
様
相

は
地
域
に
お
け
る
宗
教
施
設
や
宗
教
者
の
存
在
状
況
に
規
定
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
節
で
は
、
奥
飯
石
の
広
瀬
藩
領
に
お
け
る

宗
教
施
設
や
信
仰
対
象
管
轄
す
る
宗
教
者
な
ど
に
つ
い
て
記
し
た
史
料
で
あ
る
「
飯
石
郡
弐
拾
壱
ケ
村
堂
社
合
帳
」
を
取
り
上
げ
、
こ
の
地

域
に
お
け
る
宗
教
的
社
会
関
係
に
つ
い
て
分
析
す
る
こ
と
で
、
神
祗
不
帰
依
の
宗
風
を
め
ぐ
る
争
論
が
頻
発
し
た
背
景
に
迫
る
こ
と
に
し
た
い
。

ま
ず
、
本
史
料
の
性
格
か
ら
説
明
す
る
。
こ
の
史
料
は
、
も
と
も
と
文
化
五
年
(
辰
)
霜
月
二
日
の
写
し
を
、
明
眼
寺
十
五
世
の
龍
匡
が
嘉

永
二
年
十
二
月
に
畑
村
の
讃
岐
屋
か
ら
借
り
受
け
写
し
た
も
の
で
、
中
は
次
の
よ
う
に
ハ
ケ
村
と
十
三
ケ
村
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
一
冊
に
綴

じ
ら
れ
て
い
る
。

ハ
ケ
村
一
赤
名
下
赤
名
上
来
島
真
木
小
田
野
萱
佐
見
下
来
島

十
三
ケ
村
一
頓
原
花
栗
長
谷
獅
子
八
神
角
井
志
津
見
畑
大
路
八
幡
穴
見
・
竹
尾
・
入
間
刀
根
都
賀
々
・
民
谷
(
但
し
行
政
上
、

②

穴
見
・
入
間
・
竹
尾
と
、
都
加
賀
・
民
谷
は
そ
れ
ぞ
れ
一
ケ
村
と
し
て
扱
わ
れ
た
)

但
し
、
こ
の
う
ち
、
都
賀
々
・
民
谷
は
記
載
内
容
に
欠
落
が
あ
る
た
め
、
奥
飯
石
全
体
を
網
羅
で
き
て
い
な
い
憾
み
が
あ
る
が
、
そ
の
外
の

村
に
関
し
て
は
、
氏
神
諸
社
、
森
神
、
神
祠
、
寺
院
、
仏
堂
な
ど
に
つ
い
て
、
場
所
、
管
轄
す
る
宗
教
者
、
建
物
の
規
模
祭
神
本
尊
な

ど
に
つ
い
て
詳
細
な
記
載
が
あ
り
、
村
に
ょ
っ
て
は
家
数
・
人
数
・
牛
馬
数
な
ど
に
つ
い
て
も
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ハ
ケ
村
分
の
記
載
の

後
に
、
「
右
之
通
ハ
ケ
村
堂
社
合
帳
如
此
御
座
候
文
化
四
年
卯
十
一
月
書
出
し
」
と
あ
り
、
本
文
に
も
「
当
卯
」
と
い
う
文
言
が
頻
出
す
る

奥
飯
石
に
お
け
る
宗
教
施
設
と
宗
教
者
の
関
係

3
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村名

赤名

山方

下赤名

日蓮宗

仏日山

表1

良田山

寺院名

円通山

高林坊

栄呂山

寺院一覧表

大光寺

上来島

浄土宗

雲龍山

明窓院

真木

密久山

本尊

安養寺

阿弥陀如来

明晴山

小田

妙法寺

観世音菩薩

蓮光寺

聖観音

小瀧山

恵巌寺

聖観音

佐見

一向示

古謡山

西蔵寺

板曼陀羅

下赤名村蓮光寺(支配とあり)

梅雲山

山中寺

阿弥陀如来

下来島

下赤名村明窓院(支配とあり)

安楽寺

不動明王

周防国富田村龍文寺

真向寺

阿弥陀如来

下赤名村明窓院

光栄山

福蔵坊

一向示

京都妙顕寺

(末庵)

阿弥陀如来

頓原

赤名村西蔵寺

(末庵)

阿弥陀如来

紀州高野山高台院

龍雲山

西雲寺

阿弥陀如来

三汰照林坊

法雲山

西光坊

阿弥陀如来

京都知恩院

仏柑山

正念寺

阿弥陀如来

長谷

備後高野山金秀寺

養加山

万善寺

阿弥陀如来

赤名村西蔵寺

金沙山

西蓮坊

阿弥陀如来

赤名村西蔵寺

無量山

宝積寺

阿弥陀如来

八神

一向示

下赤名村蓮光寺

虎体山

浄土寺

千手観音

赤名村西蔵寺

光聚山

観音寺

阿弥陀如来

浄土宗

備後高野山金秀寺

法水山

一念寺

阿弥陀如来

赤名村西蔵寺

角井

西正寺

阿弥陀如来

乗空寺

阿弥陀如来

備後州奴可郡川東千本寺

江良山

永明寺

阿弥陀如来

赤名村西蔵寺

慧日山

報恩寺

阿弥陀如来

下来島村西蓮坊

瑞松山

丈本寺

阿弥陀如来

下赤名村明窓院

王林山

聚福寺

阿弥陀如来

光鍾山

入問村長栄寺

明眼寺

大路

阿弥陀如来

赤名村西蔵寺

慶雲寺

虚空蔵菩薩

穴見

一向示

威長山

赤名村西蔵寺

明覚寺

阿弥陀如来

入間

一向示

寿福山

赤名村西蔵寺

法林寺

阿弥陀如来

(555)65

一向示

八神村明眼寺

徳本山

真行寺

釈迦如来

一向示

王泉山

中来島村西雲寺

安楽寺

阿弥陀如来

森尾山

頓原村浄土寺

本覚寺

阿弥陀如来

光栄山

赤名村山中寺

光明寺

阿弥陀如来

潤徳山

西本願寺

浄円寺

阿弥陀如来

徳寿山

石州銀山御料邇摩郡大森栄泉寺

好善寺

釈迦如来

石州多根村西善寺

常信寺

阿弥陀如来

八神村明眼寺

憲信寺

阿弥陀如来

石州多根村西善寺

長栄寺

阿弥陀如来

松江御領山口村瑞応寺

阿弥陀如来

石州大森栄泉寺

阿弥陀如来

紀州新宮熊野山金龍寺

釈迦如来

備後高田郡般木専教寺

八神村明眼寺

八神村明眼寺

頓原村一念寺

京都妙心寺

宗派

禅宗

禅宗

禅宗

真言宗

一向示

一向示

一向示

禅宗

野萱

禅宗

禅宗

一向示

一向示

一向示

禅宗

一向示

禅宗

一向示

一向示

禅宗

禅宗

禅宗

禅宗



派

表2 仏堂を支配する寺院と宗派

支配

慶雲寺

観音堂
十王堂
松堂

堂

光明寺

神宮寺
地蔵堂
毘沙門堂
薬師堂

名

観音堂
観音堂
呂之剛

浄土寺

虚空蔵堂
釈迦堂
拾王堂
十王堂
大日堂

禅

地蔵堂
鎮守堂(金毘羅大権現)
毘沙門堂
薬師堂
六地蔵堂

43

阿弥陀堂
観音堂

長栄寺

観音堂(光明山泉生寺)
虚空蔵堂
子安堂

1

大日堂
地蔵堂
辻呈
堂本尊(薬師,阿弥陀.観音)

本覚寺

馬頭堂
毘沙門堂

心

薬師堂
地蔵堂
毘沙門堂

万善寺

薬師堂
阿弥陀堂

観音堂
釈迦堂
地蔵堂
馬頭観音塚
薬師堂

浄土宗

明窓院

六地蔵
阿弥堂

日蓮宗

39

観音堂

(神職)
小田村正八
幡宮境内

大地蔵堂
地蔵堂

山中寺

薬師庵

妙法寺

薬師堂

峯壱岐

六地蔵

(神宮寺と
の伝承)

地蔵堂

14

薬師堂
七面堂
大日如来

堂(阿弥陀如来)

37

13

6

1

総計 199

66 (556)

合計

1

数

7

2

1

1

幻

1

W

1

Ⅱ

1

1

1

1

]

1

Ⅱ

1

4

7

3

3

玲

宗

1

1

1

1

7

1

1

1

1

2

9

1

4

2

11

1

巧

1

6

1

1

5

1

宗

3

1

1

1

1

1

5

]

]



の
で
、
文
化
四
年
(
一
八
0
七
)
に
恐
ら
く
広
瀬
藩
に
提
出
さ
れ
た
書
上
帳
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
い
ち
お
う
文
化
四
年
時

点
に
お
け
る
奥
飯
石
村
々
の
信
仰
対
象
と
宗
教
者
を
網
羅
的
に
把
握
で
き
る
史
料
と
考
え
て
ょ
い
で
あ
ろ
う
。

そ
う
し
た
前
提
で
、
以
下
、
史
料
の
記
載
情
報
を
も
と
に
作
成
し
た
表
に
即
し
て
検
討
の
結
果
を
示
し
て
い
き
た
い
。
ま
ず
、
表
一
は
仏
教

寺
院
の
一
覧
で
あ
る
が
、
一
向
宗
(
浄
土
真
宗
)
が
二
六
ケ
寺
で
六
二
%
、
禅
宗
が
十
ニ
ケ
寺
で
二
九
%
、
浄
土
宗
が
ニ
ケ
寺
で
五
%
、
真
言

宗
と
日
蓮
条
一
ケ
寺
ず
っ
で
そ
れ
ぞ
れ
二
%
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
浄
士
真
宗
寺
院
が
過
半
を
占
め
数
的
優
位
に
立
ち
、
そ
の
外

は
殆
ど
が
禅
宗
寺
院
で
あ
っ
た
こ
と
も
分
か
る
。
ま
た
、
浄
士
真
宗
寺
院
の
う
ち
、
赤
名
の
西
蔵
寺
の
末
寺
が
八
っ
(
孫
末
寺
を
含
め
る
と
一

一
)
、
八
神
の
明
眼
寺
の
末
寺
が
四
つ
ぁ
り
、
西
蔵
寺
と
明
眼
寺
は
奥
飯
石
に
お
け
る
有
力
な
寺
院
と
し
て
触
頭
(
法
頭
)
を
務
め
る
な
ど
し
て

い
た
。
な
お
、
神
社
祭
祀
に
関
わ
る
こ
と
の
多
い
真
言
宗
・
天
台
宗
な
ど
の
密
教
系
寺
院
の
勢
力
は
微
弱
で
あ
っ
た
。

次
に
表
二
は
、
地
蔵
堂
や
観
音
堂
な
ど
の
村
々
に
あ
っ
た
仏
堂
を
支
配
す
る
宗
教
者
に
つ
い
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
神
職
の
峯
壱
岐
が
支

配
す
る
大
日
如
来
が
一
つ
上
来
島
村
に
あ
っ
た
が
、
こ
れ
以
外
の
仏
堂
は
ほ
と
ん
ど
が
禅
宗
の
寺
院
に
ょ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か

る
。
逆
に
言
え
ぱ
、
こ
の
地
域
で
多
数
を
占
め
た
真
宗
寺
院
の
僧
侶
は
こ
れ
ら
の
支
配
に
関
係
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
神
社
に
つ
ぃ
て
見
て
み
る
と
、
表
三
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
村
の
氏
神
ク
ラ
ス
は
神
職
に
ょ
っ
て
管
理
さ
れ
、
僧
侶
に
ょ
る
支
配
社
は

な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
点
も
密
教
系
僧
侶
の
少
な
さ
と
表
裏
の
関
係
が
想
定
さ
れ
る
事
態
で
あ
る
。
こ
う
し
た
傾
向
は
、
氏
神
境
内

の
社
や
境
外
の
神
祠
、
荒
神
、
水
神
、
大
歳
神
、
種
々
の
森
神
な
ど
へ
の
関
与
で
も
同
様
で
、
ほ
と
ん
ど
が
神
職
に
ょ
っ
て
お
り
、
寺
院
僧
侶

の
事
例
と
し
て
は
、
い
ず
れ
も
下
赤
名
村
に
あ
っ
た
真
言
宗
の
恵
巌
寺
支
配
の
愛
宿
(
宕
セ
大
権
現
と
日
蓮
宗
の
妙
法
寺
支
配
の
妙
見
大
明

神
以
外
は
、
下
来
島
村
の
禅
宗
万
善
寺
境
内
に
荒
神
社
と
稲
荷
社
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
確
翠
き
る
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
そ
し
て
、
表
三
に
あ
る

よ
う
に
、
村
の
氏
神
に
複
数
の
神
職
が
奉
仕
す
る
例
が
小
田
・
野
茸
頓
原
、
竹
尾
・
入
間
な
ど
で
見
ら
れ
る
が
、
表
四
か
ら
は
、
小
社
.
ト

(
二
)
神
々
の
多
さ
と
神
職
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宗

る
禅
宗
の
長
栄
寺
し
か
関
与
せ
ず
、
一
方
、
氏
神
を
は

じ
め
と
す
る
社
祠
・
木
林
神
に
つ
い
て
は
、
全
て
を
神
職
の
山
本
日
向
が
支
配
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
よ
う
に
、
真
宗
が
寺
院
に
阿
弥

陀
如
来
を
本
尊
と
し
て
安
置
す
る
以
外
は
余
神
余
仏
に
関
わ
る
こ
と
は
な
く
、
仏
堂
の
支
配
は
主
に
禅
宗
寺
院
が
、
神
祠
の
支
配
は
神
職
が
そ

れ
ぞ
れ
担
当
す
る
と
い
う
の
が
、
奥
飯
石
の
地
域
で
は
一
般
的
な
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
有
元
正
雄
が
指
摘
す
る
「
真
宗
篤
信
地
帯
」

で
は
「
職
業
的
宗
教
人
の
構
成
が
単
純
」
と
い
う
事
態
が
よ
く
当
て
は
ま
る
と
言
え
よ
う
。
特
に
、
密
教
系
の
僧
侶
が
少
な
く
、
修
験
者
(
山

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

伏
)
の
存
在
も
確
認
さ
れ
て
い
な
い
点
に
そ
う
し
た
傾
向
は
顕
著
に
表
れ
て
い
る
。

祠
の
類
に
つ
い
て
は
彼
ら
が
分
担
し
て
神
事
に
関
与
し

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
頓
原
の
八
幡
宮
は
油
来
(
由

来
)
五
ケ
村
を
氏
下
と
す
る
大
社
で
あ
っ
た
た
め
、
神

職
は
景
山
藤
慧
(
恵
)
・
松
原
織
衛
の
二
人
で
務
め
、

そ
の
外
に
も
棚
守
鍵
取
と
し
て
景
山
筑
前
、
鞁
取
と
し

て
景
山
権
之
正
が
務
め
て
い
た
が
、
こ
の
う
ち
景
山
筑

前
を
除
く
三
人
と
、
花
栗
村
の
神
職
景
山
掃
部
の
四
人

が
、
頓
原
・
花
栗
・
長
谷
各
村
内
の
小
社
・
森
神
の
神

事
執
行
を
分
担
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

右
で
検
討
し
た
事
柄
を
個
別
の
村
に
即
し
て
見
て
み

る
と
、
表
五
の
大
呂
村
の
よ
う
な
状
況
と
な
る
。

前
章
で
触
れ
た
よ
う
に
同
村
に
は
浄
士
真
宗
の
常
信
寺

の
一
ケ
寺
が
あ
っ
た
が
、
辻
堂
の
支
配
に
は
他
村
に
あ

畑

村名

赤名

小田

野萱

神社名

表3 氏神社と神職

正八幡宮

佐見

正八幡宮

頓原

正八幡宮

龍王宮

花栗

獅子

八幡宮

倉橋美濃

八神

大日大明神

長里信濃,峯壱岐

角井

剱大明神

長里信濃,峯壱岐

志津見

教者

雨大明神

松原美織

正八幡宮

神職景山藤慧,

棚守景山筑前,

大路

明剱大明神

八幡村

景山掃部

剱大明神

穴見

橋本王井

川内大明神

竹尾

橋本王井

同松原織衛

鞁取景山権之正

熱田大明神

入間

勝部伊勢頭

天満宮

刀根

勝部主水

八重山三社権現

都賀々

服部伊勢頭

天満宮

民谷

山本日向

剱大明神

山本築後

正八幡宮

山本市正

王子権現

春日但馬,伊達佐魂

春日但馬,伊達佐魂

橋本王井

勝部伊勢頭

不明

(558)68
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村名 社

金屋子神

表4 神職による支配社・神祠

名

熊野権現

花栗

権現

荒神森十三ケ所

景山権之正

山神七ケ所

水神森十三ケ所

地主森七ケ所

八面大明神

景山掃部

支

龍岩

花栗計

2

配

稲荷大明神

景山藤恵

金屋子神

1

長谷

荒神

荒神十三ケ所

1

松原織衛

神森十五所

1

水神森十五ケ所

1

大歳神

総計

地神森九ケ所

10

道祖神

2

長谷計

1

伊勢宮

頓原

稲荷大明神

山神

1

神森三十九ケ所

3

神森三十五ケ所

1

神森二十ハケ所

大神権現

頓原町

1

武知権現

10

頓原計

1

2

1

慧美須神社

頓原町計

3

総

2

1

69

2

13

1

(559)

1

計

1

7

2

2

2

7

13

2

1

10

2

1

2

2

16

2

2

1

Ⅱ

2

1

35



⑤

修
験
社
家
二
而
茂
二
男
6
者
其
職
不
致
候
得
者
可
為
百
姓
同
様
候
、

右
は
広
瀬
藩
の
郡
奉
行
が
天
明
八
年
八
月
に
奥
飯
石
の
村
役
人
に
申
し
渡
し
た
覚
え
の
一
部
で
あ
る
。
こ
の
史
料
に
あ
る
よ
う
に
、
修
験
に

つ
ぃ
て
は
新
規
の
取
り
立
て
を
停
止
し
、
絶
家
し
た
場
合
で
も
相
続
者
を
立
て
な
い
こ
と
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
竈
敢
い
や
日
待
・
月

待
の
祈
禧
を
担
当
す
る
宗
教
者
と
し
て
は
、
修
験
と
と
も
に
社
家
(
神
職
)
が
墾
疋
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
政
策
が
徹
底
さ
れ
て
い
っ
た

と
す
る
な
ら
ぱ
、
修
験
は
次
第
に
減
少
し
社
家
が
家
々
で
の
祈
禧
を
担
当
す
る
状
態
に
一
本
化
さ
れ
て
い
く
と
い
う
轟
が
進
行
し
た
可
能
性

尤
も
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

次
に
見
る
よ
う
な
広
瀬
藩
の
政
策

も
影
響
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

修
験
職
代
々
之
家
筋
ハ
格
別
、

新
二
修
験
を
取
立
候
儀
不
相
成

候
、
仮
令
其
村
二
有
来
候
家
た

り
と
も
及
退
転
居
候
分
者
取
立

不
相
成
候
、
弟
子
取
立
自
分
之

名
代
為
勤
候
儀
ハ
格
別
、
弟
子

他
村
江
出
職
決
而
不
相
成
候
、

釜
戒
湯
清
送
り
祈
禧
日
待
月
待

井
戸
清
家
札
等
儀
前
々
6
致
来

有
之
事
二
候
得
者
、
修
験
社
家

惣
方
不
作
法
無
之
様
可
致
候
、

施設種類

氏神

表5 大呂村の宗教施設一覧

川内大明神

施設名

防儀大明神

正八幡宮

社祠

三嶺社

荒神森四拾七ケ所

水神拾壱ケ所

所在

西山中

山神ハケ所

御崎弐ケ所

金屋子神森壱ケ所

寺院

支配/本寺

王垣森壱ケ所

荒神森弐ケ所

常信寺(浄土真宗)

地蔵堂

地蔵堂

観音堂

古宮トコ

観音堂

山本日向

ノ、コウ

観音堂

辻呈

阿弥陀堂

キジヤ

観音堂

キジヤ

阿弥陀堂

上田

地蔵堂

善正寺

本寺は明眼寺

薬師堂

ニハソリ

観音堂

東山中カナラ

観音堂

西山中坂子

地蔵堂

ナンドコロ

子安堂

コプシ

馬頭堂(観音力)

下かじや

ツクダ

入間村長栄寺

(禅宗)

川上

大内タハ

カジヲ
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、
、
⑥
、
、
、
、
、
、
、
、
、
⑦

が
高
い
。
ま
た
、
一
般
に
真
宗
優
勢
地
帯
で
は
神
職
が
少
な
い
と
さ
れ
、
実
際
に
北
陸
地
方
な
ど
で
は
そ
の
よ
う
な
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
が
、

8

奥
飯
石
で
は
一
五
名
の
神
職
(
棚
守
を
除
く
)
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
比
較
的
多
い
(
表
三
を
参
照
)
。
し
た
が
っ
て
、
神
祗
不
帰
依
の
宗
風
を

め
ぐ
つ
て
紛
争
が
起
こ
る
場
△
口
、
真
宗
僧
侶
の
相
手
と
し
て
は
も
つ
ぱ
ら
神
職
が
登
場
す
る
理
由
は
、
こ
う
し
た
歴
史
的
過
程
と
地
域
的
特
徴

を
背
景
に
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑨

と
こ
ろ
で
、
有
元
正
雄
は
「
真
宗
篤
信
地
帯
」
に
お
い
て
は
、
民
俗
的
諸
行
事
の
多
く
が
衰
退
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
こ
の
点
に

つ
い
て
当
時
の
状
況
は
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
「
飯
石
郡
弐
拾
壱
ケ
村
堂
社
合
帳
」
に
見
ら
れ
る
信
仰
対
象
の
状
況
の
特
徴
と
し
て
指
摘
で

き
る
の
は
、
地
蔵
観
音
な
ど
の
仏
堂
の
多
さ
と
と
も
に
、
小
社
、
祠
、
森
神
の
彩
し
さ
で
あ
る
。
例
え
ば
、
頓
原
村
に
限
る
と
、
表
四
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
、
「
神
森
」
だ
け
で
「
百
弐
拾
ケ
所
」
も
確
雫
き
、
こ
れ
ら
を
三
人
の
神
職
で
分
担
し
て
い
る
。
ま
た
、
表
四
・
五
か
ら
は
、

伊
勢
、
稲
荷
、
恵
美
須
金
屋
子
な
ど
の
勧
請
神
も
多
か
っ
た
こ
と
が
分
か
り
、
と
く
に
こ
の
地
域
で
盛
ん
で
あ
っ
た
製
鉄
の
守
護
神
で
あ
る

金
屋
子
神
は
他
村
で
も
目
立
つ
。
広
瀬
藩
に
ょ
る
天
明
六
年
の
講
寄
規
制
の
際
に
は
、
真
宗
寺
院
側
か
ら
「
観
音
講
、
日
待
講
、
月
待
講
、
庚

申
待
講
、
恵
美
須
講
、
金
毘
羅
講
」
が
具
体
的
な
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
た
が
(
第
二
章
参
照
)
、
こ
の
よ
う
な
講
が
存
在
す
る
背
景
に
は
、

観
音
堂
の
よ
う
な
堂
舎
や
恵
美
須
の
神
祠
の
地
域
に
お
け
る
存
在
が
あ
り
、
荒
神
、
山
神
、
大
歳
な
ど
の
森
神
を
め
ぐ
つ
て
争
築
た
び
た
び

起
こ
る
理
由
に
も
、
こ
れ
ら
の
濃
密
な
残
存
と
い
う
状
況
が
む
し
ろ
想
定
で
き
る
。

以
上
に
述
べ
た
点
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
森
神
な
ど
の
在
来
の
信
仰
対
象
に
加
え
、
近
世
後
期
に
お
け
る
寺
社
参
詣
の
隆
盛
も
関
係
し
て
、

伊
勢
金
比
羅
な
ど
の
勧
請
神
が
増
加
す
る
と
い
う
事
態
は
、
真
宗
優
勢
地
帯
で
あ
る
奥
飯
石
で
も
進
展
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
事
態
に
対
し
真
宗
の
僧
侶
た
ち
は
、
小
寄
を
通
じ
て
講
中
・
組
合
と
の
関
わ
り
を
深
め
、
宗
風
を
徹
底
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
門
徒

を
他
講
の
寄
合
か
ら
遠
、
ざ
け
る
こ
と
を
志
向
し
て
い
た
。
そ
の
際
、
真
宗
僧
侶
が
対
決
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
こ
れ
ら
の
神
々
へ
の
関
与

を
ほ
ぼ
独
占
し
自
立
し
て
い
た
神
職
た
ち
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

②
『
頓
原
町
誌
歴
史
」
(
頓
原
町
、
二
0
0
四
年
)
第
四
章
近
世
を
姦
。

①
明
眼
寺
蔵
。
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③
真
宗
僧
侶
が
神
社
祭
祀
に
関
与
す
る
事
例
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
点
に
つ
い

て
は
、
前
掲
第
二
章
注
⑰
有
元
薯
書
二
九
0
頁
、
あ
る
い
は
久
田
松
和
則
「
キ
リ

シ
タ
ン
伝
来
地
の
神
社
と
信
仰
』
(
{
昆
松
神
社
再
興
四
百
年
事
業
委
員
会
、
二
0

0
二
年
)
第
三
章
第
二
節
な
ど
を
姦
。

④
前
掲
第
二
章
注
⑰
有
元
著
書
二
九
四
頁
。

⑤
「
役
人
共
江
申
渡
覚
」
(
島
根
県
立
図
書
館
蔵
)
。

⑥
尤
も
民
俗
学
の
聞
き
取
り
に
ょ
れ
ぱ
、
禅
宗
寺
院
も
日
待
の
祈
禧
を
行
っ
て
い

る
(
『
頓
原
認
民
俗
・
文
化
』
頓
原
町
、
二
0
0
0
年
、
二
六
九
頁
)
。

⑦
前
掲
第
二
章
注
⑰
有
元
著
書
二
七
八
頁
、
二
九
四
頁
。
ま
た
、
澤
博
勝
「
真
宗

地
帯
村
落
部
に
お
け
る
社
会
と
宗
教
」
(
同
「
近
世
宗
教
社
会
論
』
吉
川
弘
文
館
、

二
0
0
八
年
)
で
は
、
真
宗
優
勢
地
帯
で
あ
る
越
前
北
部
に
お
い
て
は
専
業
の
神

第
三
章
で
見
た
よ
う
に
、
一
九
世
紀
初
頭
段
階
で
も
奥
飯
石
の
村
々
で
は
、
荒
神
な
ど
の
森
神
や
小
祠
が
濃
密
に
残
存
し
信
仰
の
対
象
と
な

つ
て
い
た
。
こ
う
し
た
神
仏
に
は
、
中
世
以
来
の
祭
祀
組
織
に
ょ
り
祀
ら
れ
て
い
た
も
の
も
多
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
金
屋
子
、
金
比
羅

荷
な
ど
の
よ
う
に
近
世
中
期
以
降
に
祀
ら
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
小
祠
も
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
真
宗
門
徒
も
加
わ
る
可
能
性
が
あ
っ

た
こ
れ
ら
の
神
仏
を
祀
る
講
が
増
え
る
一
方
、
浄
土
真
{
示
の
小
寄
講
の
活
動
も
近
世
後
期
に
は
活
発
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
講

に
は
種
々
の
宗
教
者
が
関
わ
っ
て
い
た
と
想
定
さ
れ
る
が
、
小
寄
講
に
即
し
て
言
え
ぱ
、
真
宗
教
団
の
中
で
も
、
寺
院
の
住
職
で
な
い
弟
子
僧

や
旅
僧
も
関
わ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
事
態
を
教
団
と
し
て
放
置
す
れ
ば
、
異
端
的
な
傾
向
を
帯
び
る
真
宗
の
信
仰
が
広
ま
っ
た
り
、
真
宗
門
徒
が
神
職
・
修

験
者
や
他
宗
派
の
僧
侶
が
関
わ
る
講
に
多
く
参
加
し
た
り
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
た
め
、
真
宗
僧
侶
た
ち
の
間
で
は
、
寺
院
の
近
隣
地
域
に

住
む
門
徒
た
ち
を
小
寄
旦
那
と
し
た
上
で
、
小
寄
講
に
お
け
る
法
談
を
通
じ
て
正
統
な
教
義
を
伝
え
よ
う
と
す
る
志
向
が
強
ま
っ
て
い
っ
た
0

お
わ

職
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
こ
と
が
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
神
祗
不
帰
依
の
宗
風
を
め
ぐ

る
紛
争
に
地
域
的
な
偏
差
が
見
ら
れ
る
理
由
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
宗
教
者
の
数

的
構
成
を
考
慮
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

⑧
こ
れ
が
出
雲
国
全
体
の
特
徴
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
宗
教
施
設
と

宗
教
者
身
分
か
ら
み
た
近
世
出
雲
の
特
テ
松
江
市
域
を
忠
に
1
」
(
「
松

江
市
歴
史
叢
書
4
 
松
江
市
史
研
究
2
」
(
松
江
市
教
育
委
員
会
、
二
0
二
年
)

を
参
照
。
な
お
、
引
野
亨
輔
は
真
宗
優
勢
地
帯
の
方
が
専
業
神
職
が
成
立
し
や
す

か
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
が
、
真
宗
優
勢
地
帯
間
で
の
比
較
検
製
必
要
で
あ
ろ
う

(
「
近
世
日
本
の
地
域
社
会
に
お
け
る
神
社
祭
祀
と
神
職
・
僧
侶
」
「
佛
教
史
学
研

究
』
四
七
・
一
、
二
0
0
四
年
)
。

⑨
前
掲
第
二
章
注
⑰
有
元
薯
書
二
九
0
頁
。
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一
方
、
領
主
や
村
役
人
ら
は
、
百
姓
・
町
人
ら
が
講
を
結
成
し
て
飲
食
を
共
に
す
る
こ
と
や
、
俗
家
に
宗
教
者
を
招
い
て
信
仰
に
関
わ
る
活

動
を
行
う
こ
と
に
対
し
、
生
業
の
怠
慢
や
著
侈
化
へ
の
懸
念
な
ど
を
理
由
に
し
て
統
制
を
強
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
特
に
凶
作
時
な
ど

に
そ
う
し
た
傾
向
が
顕
著
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
際
に
は
真
宗
僧
侶
に
ょ
る
小
寄
講
で
の
法
談
も
し
ば
し
ば
領
主
に
ょ
る
統
制
の
対
象
と
な
っ
た
。

こ
の
た
め
、
真
宗
僧
侶
た
ち
は
、
小
寄
講
で
の
法
談
は
教
団
と
し
て
の
公
的
な
教
化
活
動
で
あ
る
点
で
一
般
の
講
と
は
異
な
る
こ
と
を
主
張
し
、

活
動
を
制
度
的
領
域
に
位
置
づ
け
領
主
に
ょ
る
公
認
を
図
ろ
う
と
し
た
。
寺
檀
関
係
を
通
じ
て
で
は
な
い
、
し
か
も
俗
家
で
の
宗
教
活
動
は
、

ほ
ん
ら
い
領
主
か
ら
は
暖
昧
な
位
置
づ
け
し
か
さ
れ
ず
、
黙
認
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
領
主
に
ょ
り
そ
の
統
制
が
図
ら
れ
よ
う

と
す
る
と
、
真
宗
教
団
と
し
て
は
活
動
の
正
当
化
が
必
要
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
は
、
在
家
門
徒
の
信
仰
の
問
題
が
宗
派
の
教
え
の

核
心
的
位
置
を
占
め
る
真
宗
に
特
徴
的
な
事
態
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
真
宗
に
お
け
る
神
祗
不
帰
依
の
宗
風
に
つ
い
て
は
、
一
八
世
紀
の
前
半
か
ら
門
徒
に
対
す
る
教
導
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

一
八
世
紀
半
ば
以
降
に
一
般
化
し
て
い
く
こ
と
を
本
稿
で
は
実
証
し
た
。
こ
の
宗
風
の
徹
底
は
、
す
で
に
述
べ
た
状
況
に
照
ら
せ
ぱ
、
真
宗
門

徒
を
真
宗
僧
侶
以
外
の
宗
教
者
の
影
響
か
ら
遠
ざ
け
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
逆
に
言
え
ば
、
宗
風
の
徹
底
は
門
徒
に
対
す
る
僧
侶
の
影
響

力
を
強
め
る
こ
と
も
意
味
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
条
件
の
下
で
、
小
寄
講
に
お
け
る
法
談
を
制
度
的
な
領
域
に
位
置
付
け
よ
う
と
す
る
こ

と
は
、
宗
風
を
幕
藩
法
(
領
法
)
に
裏
付
け
ら
れ
た
教
団
の
法
(
寺
法
)
と
し
て
門
徒
に
遵
守
さ
せ
よ
う
と
す
る
志
向
を
、
真
宗
僧
侶
た
ち
の

間
に
生
み
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
領
主
側
が
こ
う
し
た
論
理
を
認
め
る
こ
と
は
な
く
、
か
え
っ
て
真
{
示
僧
侶
の
こ
の
よ
う

な
志
向
は
他
の
宗
教
者
と
の
間
に
軌
櫟
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
第
三
章
で
見
た
よ
う
に
、
専
業
の
神
職
が
一
般
的
に
成
立
し
多
数
の
神
々
の
祭
祀
に
関
わ
っ
て
い
た
奥
飯
石
の
よ
う
な
地
域
で

は
特
に
、
民
衆
の
信
仰
の
獲
得
を
め
ぐ
る
真
宗
僧
侶
と
神
職
と
の
対
立
が
深
ま
り
、
し
ば
し
ば
争
論
に
ま
で
発
展
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、

こ
う
し
た
争
論
の
繰
り
返
し
は
、
奥
飯
石
の
真
宗
僧
侶
た
ち
が
方
針
の
共
有
を
図
る
必
要
を
も
た
ら
し
、
実
際
に
宗
風
取
締
り
掛
を
設
け
る
な

ど
し
て
さ
ら
に
宗
風
の
徹
底
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
た
。
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こ
の
よ
う
な
宗
教
者
間
の
対
立
の
問
題
と
し
て
、
神
祗
不
帰
依
の
宗
風
を
め
ぐ
る
争
論
の
構
図
が
捉
え
ら
れ
る
と
す
る
と
、
児
玉
識
が
批
判

し
た
「
縄
張
り
争
い
」
的
な
理
解
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
実
際
、
児
玉
の
よ
う
に
小
百
姓
が
主
体
と
な
っ
た
運
動
と
し
て

「
神
祗
不
拝
」
が
あ
っ
た
と
す
る
理
解
は
成
り
立
ち
が
た
い
。
し
か
し
一
方
で
、
児
玉
が
注
目
し
た
小
寄
講
の
活
動
の
活
発
化
が
問
題
の
基
底

に
あ
る
と
い
う
理
解
に
つ
ぃ
て
は
、
本
稿
で
の
検
討
を
経
て
も
踏
襲
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、
宗
教
者
間
の
競
合
が
発
生
す
る
背

景
に
は
、
小
寄
講
な
ど
を
基
盤
と
し
た
民
衆
に
ょ
る
独
自
の
信
仰
に
関
わ
る
活
動
の
展
開
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
点
は
領
主
に
ょ
る
統
制
の
強
化
の
背
景
で
も
あ
り
、
近
世
後
期
に
お
け
る
民
俗
・
周
縁
的
現
実
態
の
編
成
替
え
と
い
う
安
丸
良

夫
に
ょ
る
問
題
の
捉
え
方
の
有
効
性
が
改
め
て
確
認
さ
れ
た
と
も
一
言
え
る
。
し
か
し
一
方
で
、
本
稿
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
こ
う
し
た

領
主
に
ょ
る
統
制
の
強
化
に
は
、
民
俗
を
場
と
し
た
宗
教
者
間
の
対
立
の
紛
争
化
と
い
う
矛
盾
を
伴
っ
て
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
例
え
ぱ
、

神
職
に
ょ
る
穴
見
村
の
百
姓
に
対
す
る
神
事
の
強
行
を
受
け
て
広
瀬
藩
は
、
真
宗
門
徒
た
ち
の
活
動
を
抑
制
す
る
こ
と
を
狙
っ
て
神
職
の
行
動

を
認
め
よ
う
と
し
た
が
、
お
そ
ら
く
寺
法
尊
重
の
観
点
か
ら
幕
府
に
対
処
方
針
に
つ
い
て
照
会
せ
、
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
幕
府
は
百

姓
た
ち
の
「
帰
依
次
第
」
と
し
、
対
立
す
る
宗
教
勢
力
の
ど
ち
ら
か
に
肩
入
れ
す
る
よ
う
な
措
置
は
腎
な
か
っ
た
の
で
あ
る
0

こ
の
事
件
が
こ
の
よ
う
な
経
緯
を
た
ど
っ
た
と
い
、
つ
こ
と
は
、
領
主
が
民
俗
を
支
配
秩
序
に
沿
う
よ
う
に
編
成
替
え
を
図
ろ
、
つ
と
し
て
も
、

幕
府
公
男
教
団
の
意
向
を
顧
慮
せ
ざ
る
を
え
ず
、
ま
た
宗
教
的
な
紛
争
へ
の
不
介
入
と
い
う
原
則
の
制
約
も
受
け
た
こ
と
を
意
味
す
る
0
 
逆

に
言
え
ぱ
、
こ
の
よ
う
な
制
約
が
あ
る
中
で
の
民
衆
の
宗
教
的
活
動
へ
の
統
制
は
、
当
事
者
ど
う
し
の
解
決
に
任
さ
れ
て
い
た
宗
教
者
間
の
競

合
釜
に
領
主
権
力
が
介
入
し
て
し
ま
う
こ
と
を
意
味
し
た
。
こ
れ
が
中
国
地
方
西
部
の
真
宗
優
勢
地
帯
で
は
、
真
宗
僧
侶
と
神
職
と
の
対
立

の
紛
争
化
と
い
う
現
象
と
し
て
表
れ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
宗
教
的
環
境
が
異
な
る
地
域
の
場
合
に
は
、
こ
う
し
た
矛
盾
の
現
象
形
態

②

も
違
っ
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

こ
の
点
に
関
す
る
検
討
の
一
般
化
は
今
後
の
課
題
と
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

①
池
田
利
彦
「
「
倫
」
信
仰
に
み
る
幕
末
期
長
州
藩
の
民
衆
意
識
」
(
「
天
皇
制

②
大
橋
幸
泰
「
村
社
会
の
宗
教
情
勢
と
異
端
的
宗
教
活
予
天
草
を
事
例
と
し

国
家
の
統
合
と
支
配
』
文
理
閣
、
一
九
九
二
年
)
を
参
照

て
1
」
(
『
歴
史
需
」
七
四
三
、
二
0
 
三
年
)
が
指
摘
す
る
、
潜
伏
キ
リ
シ

(564)74



タ
ン
の
問
題
化
も
こ
う
し
た
文
脈
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

〔
謝
辞
〕
本
稿
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
明
眼
寺
(
島
根
県
飯
南
町
)
、
願
楽
寺
(
島
根
県
出
雲
市
)
、
本
願
寺
史
料
研
究
所
の
皆
様
に
は
、
史
料
の
閲
覧
を

許
可
い
た
だ
き
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
若
手
研
究
⑧
「
日
本
近
世
に
お
け
る
宗
教
論
争
の
地
域
的
構
造
に
関
す
る
研
究
」
(
課
題
番
号
一
三

七
二
0
三
三
己
に
ょ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

爲
根
大
学
法
文
学
部
社
会
文
化
学
科
准
教
遥

近世真宗における神祗不帰依の宗風をめぐる争論の構造と展開(小林)

(565)75


